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変わらぬ意思で、変わりゆく未来へ。

私たちＦＴＳは、人間性尊重を基軸にグローバル企業として

社員一人ひとりが新たな価値の創造に努め、

お客様に喜ばれる商品・サービスを提供する

エネルギー総合システムサプライヤーをめざします。

『変革』と『挑戦』を合言葉に、未来に向かって

力強く前進する私たちＦＴＳにご期待頂くと共に、

変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

持続可能な社会を次世代に引き継ぐために、

環境と人間にやさしい技術や商品を通して、未来の「ものづくり」を実現します。
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Top Message

「100年企業」 をめざした
戦略の実行フェーズに移行しました。

2022年6月に私が社長に就任してから3年が経ちました。
現在の社会環境を見渡すと、賃金や雇用情勢の改善が景気のプラス要因

として見込まれる一方で、物価上昇圧力、関税引き上げ、米中の貿易摩擦、
ウクライナ紛争などが、世界経済の悪化リスクとして存在しています。

当社の足元では、自動車業界のEVシフトや、年6％レベルの大幅賃金上
昇による固定費増など難しい舵取りが求められる経営環境が続いています。

しかし、健全な危機感のもとで課題を整理し、2023年度に「100年企業」
に向けた3つの戦略を立案しました。2024年度には、ステークホルダーの
皆様に対して、当社初の「FTS Report」を株主総会にてご説明し、戦略Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲの内容とその想いをお伝えしました。「戦略」は、実行しなければ意味
がありません。

そこで戦略を具体的に実行できるレベルまで落とし込んだ方策として、
「FF30」（FTS Future 2030の略）を掲げ、実行の一歩をスタートしまし
た。その推進にあたっては、社員をはじめ皆様に対して、戦略理解と浸透
を丁寧にすることを大切にしています。会社は分かり易く、繰り返し説明し、
理解を促し、社員一人ひとりは、自らのやるべき事を納得し、宣言する。この
活動を労使一体となって取り組む事で戦略遂行のための土台づくりができ
たと思います。本誌を通して、ステークホルダーの皆様とFTSの取り組みに
対する相互理解が深められましたら幸いです。

戦略Ⅰ「限量経営」とは、限られた生産量をできるだけ安く
つくることです。そのために売れる量に合わせてムダをなく
し、柔軟に変動できる生産体制をめざしていく経営のことです。
FTSの主力製品である燃料タンクの需要は、タンクを必要としな
い電気自動車（BEV）の普及に伴い減少することは明らかです。
この厳しい状況の中で生き残っていくためには、先に述べたよ
うに、生産量が減少しても収益を維持できる「限量経営」が必
要です。

昨年より、我々は、「安全・防火と品質は４Sから生まれる」と
いう信念の下、「４S（整理・整頓・清掃・清潔）」の徹底から
スタートしました。なぜならば、排除すべき「ムリ・ムダ・ムラ」
は、4Sが徹底され、正常と異常がわかる環境になることで初め
て、「見える化」する事ができるからです。

次に、岩手工場、広田工場、福岡工場、大分工場で作業の「整
流化」に取り組みました。「整流化」とは、工場内、工程間、工
程内のヒト・モノの動線が整然と効率的にムダなく流れることで
す。4Sから整流化までの活動に取り組んだことで、職場は見違
えるようにキレイになり、工場の景色が変わってきました。こ
の結果、ムリ・ムダ・ムラを無くすという社員の改善意識が高ま
り、自発的な改善活動が進んだため、安全・品質が向上するだ
けでなく、スペースも捻出されました。これらにより、着実に稼
ぐ力（現場力）が高まり、FTSの文化として浸透してきたことを
実感しています。

戦略Ⅱに掲げる、高付加価値製品の提案は、戦略Ⅰの限量
経営の着実な実行により生み出された現場力とスペース、既
存設備を賢く最大活用することによるビジネス再編、工場再
編を通じて可能となります。

その一例として、FTS九州では、お客様の困り事の解決を
大前提とした下記を進めています。

大分工場
樹脂製の燃料タンクに加えて、お客様への物流ロスの　 
解決を目指した、新構造となる「電動樹脂リッド」の現調化
生産

福岡工場
お客様の工場で個々に組み付けしている数点の部品を弊
社でまとめて組み付けモジュール化することで、一つの部
品として納入する新構造・新工法となる 「キャニスタ一体
タンク」の生産

技術的な課題やモノづくりの課題はありますが、システムサ
プライヤーの強みを活かして乗り越えていきます。

これにより、お客様の困り事である工場スペースや作業工
数低減によるクルマの競争力向上に貢献すると共に、弊社の
収益力も向上させる三方良しとなる提案をすることができまし
た。2025年は、「FF30」の実行の年として、他工場におい
ても施策を進めていきます。

戦略Ⅰ「限量経営」により、
強固な経営基盤を確立

戦略の具現化に向けた実行方策 「FF30」の発動

100年企業に向けた戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと達成方策「FF30」

〈戦略Ⅲ〉
新規ビジネスへの
攻め方

〈達成方策〉

〈戦略Ⅱ〉
コアビジネスを磨き
高付加価値化

〈戦略Ⅰ〉
環境認識・分析と
コアビジネスの 
限量経営

現場の景色の変化

整流化事例（広田）

新たな経営資源

現場力向上（稼ぐ力）とスペース確保

キャニスタ一体タンク

福岡事例 キャニスタ一体モジュール化
＊お客様の困り事

組み付け部品点数削減
（10部品→1部品）

電動樹脂リッド

戦略Ⅰで生み出した現場力と
スペースで戦略Ⅱを実行

取締役社長

豊田工場（区画整理）

工場A棟 工場A棟

工場B棟 工場B棟
完成品

完成品

運搬のムダ 整流化

移設前工場A棟（組付工程） 移設後工場B棟（組付工程）

スチールセンター（製品の向きを統一）

経営資源のムリ・ムダ・ムラを見える化 ・全社俯瞰で改善

将来に挑戦する開発チームづくりと人財育成

稼げる工場へ再編

事業化　検証＆提案
１００年企業として存続

製品提案
事業化検証

安全・４S・品質　　創意工夫と改善

人財育成・生産環境整備・機能付与要素開発

新規テーマ発掘チーム（一元化）

①お客様の困り事 ②情報・リサーチ ③新工法・新技術

 金 ：投資（将来へ）
 人（財） ：働き方（効率化）
 モノ（工場） ：スペース（整流化）

①電動化対応　
②CN燃料対応（e-fuel・水素・アンモニアなど）
③新事業　⇒　試作受注

新技術・新工法を活かし新しいコトへ継続的挑戦

FF30

FF30 Version2

FF30 Version3

成型工程 成型工程

成型部品置場

成型部品置場組付工程

組付工程

出荷 出荷

Before After
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恐怖・萎縮・強いストレス
成長しない

適度なストレス
新しい知識・経験・学びによる成長

快適、ストレス弱
現状維持で成長しない

パニックゾーン

コンフォートゾーン

ラーニングゾーン

成長するにはこの領域へのチャレンジが必要！

現在、自動車業界は大きな変革期にあります。仮に自動車産
業におけるカーボンニュートラルの正解が「BEV」だけであれば
燃料タンクは不要となります。

しかし、世間で、『敵はCO2』だと言われているように、地球環境
が求めているのは温暖化の原因であるCO2を減らすことであり、
BEV化だけが答えではありません。現在、水素やアンモニアな
ど、燃やしてもCO2を出さないクリーンなカーボンニュートラル燃
料の研究が世界各地で進められています。

私たちは、お客様が提唱するあらゆる動力源に全方位で取り組
む、「マルチパスウェイ戦略」に対応し、CN燃料に対応したタン
クを開発することで、「エネルギー密閉容器の専門メーカー」と
しての確固たる地位を築いていきます。

FTSは地域に根差した会社として、「選ばれる会社」であり続
けるために、FTSポリシーで掲げる『社員の幸福』、『社会の信
頼』、『絶え間ない進化』の実現に向けて努力を続けていきます。

戦略Ⅰ・Ⅱを通して生み出した経営資源は、新ビジネスへの
投資だけでなく、「モノづくりは人づくり」の観点から「人への投
資」として、職場環境改善や人材育成に投資していきます。スト
レスや不安を感じない心理的な安心の領域を「コンフォートゾー
ン」といいますが、この領域に留まっていては、成長は望めませ
ん。成長のためには、社員一人ひとりが現状の居心地のいいコ
ンフォートゾーンから勇気を出して飛び出し、1ランク、2ラン
ク上の視野と視座に立ち、新しい領域の仕事にチャレンジする
必要があります。

チャレンジを通じた新しい経験や知識などの学びを得ること
で自信を高め、成長できると考えています。私も社員と共に一
歩を踏み出す勇気を持ち、自分の殻を破り、チャレンジする仲間
を増やしていきます。また、お互いの価値観を認め合い、働きや
すく、やりがいに満ちた仕事を通じて、人間的に成長できる風通
しの良い企業風土づくりに取り組んでいきます。

これからもFTSは、「全員でチャレンジ！”One for All , All 
for One”」（一人ひとりはみんなのために、みんなは一つの目的
のために）というスローガンを掲げ、全社一丸となって邁進して
いきます。

ボールを持って走っている人の後方には、必ず仲間がいます。
全員でパスをつなぎながら、ゴールをめざしていきます。一人ひ
とりが、全員のために責任を果たす人間になる。そんな一人ひ
とりが集まり、全員で勝利に向け一丸となって進んでいく。お互
いを支え合い、助け合いながら、一つの目標に向かっていく風土
を大切にしていきたいと思います。そのためには、仲間を思い
やる心、周りに感謝をする心、相手に対し謙虚でいる心がとても
大切になります。

FTSもオンリーワンの技術をさらに進化させ、社会に選ばれる
会社、貢献し続ける会社であり続けたいと思っています。未来
に向けた挑戦は始まったばかりです。しかし、全社一丸となって
取り組むことで、必ずや道は開けると確信しています。これから
のFTSにぜひご期待ください。

毒性の高いアンモニアや－253℃という極低温の液体水素
を貯蔵し、過酷な使用環境に耐えうる信頼性を確保したエネル
ギー密閉容器を開発する技術的ハードルは相当に高いですが、
FTSが培ってきた車載用エネルギー密閉容器づくりの強みを活
かして貢献できると考えています。

現在、お客様は、液体水素タンクを搭載した車両で耐久レー
スに参戦し、実車での走行テスト段階に入っています。弊社は、
その水素タンク製作に協働して携わり、技術力と知見を高める
重要な機会として取り組んでいます。

FTSという社名は、「Fuel Total Systems」の略ですが、未
来のFTS 「Future（Energy）Total Systems」への進化を
めざします。それは単なる言葉の置き換えではなく、事業領域
と技術開発における大きな変革を意味します。量産化にはまだ
時間がかかりますが、カーボンニュートラルの未来に貢献できる
ように努めていきます。

戦略Ⅰ・Ⅱで生み出された新たな経営資源により、
マルチパスウェイに対応する「エネルギー密閉容器の専門メーカー」への進化

合言葉は
「全員チャレンジ！“One for All, All for One”」

One for All, All for One

超
高
圧
容
器

電
池
パ
ッ
ク

燃
料
容
器

新
燃
料
容
器

メタン e-fuelCO₂
吸収

再エネ

水素

バイオ
燃料

アンモニア窒素

電気

水
FCEV

BEV

PHEV

ICE

HEV

CN燃料車

水素

電気

電気＋燃料

燃料

電気＋燃料

バイオ、合成燃料、
e-fuel、水素、
アンモニア など

動力源あらゆるエネルギー源

カーボンニュートラル

エネルギー密閉容器

CN燃料

マルチパスウェイに対する
車載用エネルギー密閉容器

BEV アン
モニア

PHEV
HEV

エンジン
ICE水素
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経営理念

社
会
の
信

頼
絶え

間
な
い
進
化

社員の幸福

オープン
&フェア

一人ひとりが
成長

継続的改善
お客様目線
正直が一番
感謝

人間性尊重
プロの誇り

チャレンジ
当事者意識

カイゼン
５ゲン主義
チームワーク

1

5

6

7

8

9

10

２

3

4

基本理念

経営理念

FTSポリシー

FTSのめざすもの

FTSウェイ

一人ひとりの創意・誠意・熱意と人の和で、
企業の継続的な成長と共に、

社員の人間的成長と豊かな生活を実現します。

世界No.1の商品を
通じて、お客様から

選ばれ続けます。
また、地域・社会に
感謝し貢献します。

変化を素早く捉え、
期待を超えて
進化し続けます。

100年企業に向けた会社の変革

盤石な会社経営基盤の確立

戦略 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ の実行

全員参加でお客様から信頼される
“ものづくり”と“人づくり”

No.1の技術と品質で世界に飛躍

1

2

3

４

5

内外の法およびその精神を遵守し、
オープンで公正なエネルギーシステムサプライヤーをめざします。

グローバル企業として、地域に根付いた企業活動を行い、
経済・社会の発展に寄与します。

時代を先取りした研究と新たな価値の創造に努め、
お客様に喜ばれる商品・サービスを提供します。

クリーンで安全な商品の提供を通して、
地球環境に貢献します。

個人の創意とチャレンジ精神を育み、チームワークの強みを生かし、
やりがいのあるいきいきとした企業風土をつくります。

「魅力ある 働き方·仕事」
「人への投資」

働きがいにあふれ、
社員の幸福を実感できる

「魅力ある 
 選ばれる企業」

　地域·社会に貢献し、
社会から信頼される

「創造性·生産性の
 高い職場」

大変革期の中、
絶え間なく進化し続ける
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100年企業をめざしたFTSの歩み Company History

創業期
プレス深絞り技術の

強みを活かした事業拡大
燃料系自動車部品

メーカーとして再出発
第2の創業期 

燃料系システムサプライヤー
としての深化と進化

第3の創業期
エネルギー密閉容器の
専門メーカーへの挑戦

1948 
『プレス深絞り技術の堀江』 の名声 
トヨタ自動車工業㈱より部品3点を 
初受注

1977 経営体質の強化 
スローガン 「3つのねばり」 
品質・原価管理システムの 
確立と改善推進

1997  
東京モーターショー初出展

2014 〜 18 
　経営体質強化活動
　VS：商品力強化
　CR：限量経営
　FG：真のグローバル化

FTSポリシー 
FTSウェイ制定

2014

「女性活躍推進PTチーム」発足
『あいち女性輝きカンパニー』 認証　
「FTS健康宣言」（3本柱活動）　　

2016
2017

2018 ～現在　職場風土改革推進
「健康経営優良法人」ホワイト500初認定 
（2025年度まで7年連続認定中）
「あいち健康経営アワード」受賞
SDGs宣言、 
カーボンニュートラル宣言

『豊田市はたらく人が 
イキイキ輝く事業所』 大賞受賞
くるみん認定

2019 

2021
2021 

2022 

2024

1999 ISO9001取得
2002 ISO14000取得 
 （本社・本社工場、 
 広田工場、 
 スチールセンター）
2005 トヨタ自動車㈱より 
 『品質管理優秀賞』  
 受賞

1981  
トヨタ品質管理優秀賞 初受賞

堀江金属工業㈱と
㈱エフティエス合併

1981 本社を鴻ノ巣町に移転
1981 広田工場 操業
1985 田原工場 操業

TPS導入 
（トヨタ生産方式）

豊田工場完成 
（現 本社工場）

1961

鋼板加工センター 操業 
（現 スチールセンター）

1971

（株）エフティエス設立
樹脂タンク事業スタート
2004 
FTSカルフォルニア設立

2005 新豊田工場 操業
2006 岩手工場 操業

グローバル拡大

2013 ～  
職場環境改善活動の 
推進

2018  
本社本館1F改装

2019 耐火試験棟新設 
システムサプライヤーとして 
技術評価力の向上

2019  
豊田工場 事務所改装

2020  
スチールＣ事務所改装

2022  
本社厚生センター改装

2022  
本社2号館フロア改装

2011  
FTSケンタッキー設立 
カルフォルニアから 
ケンタッキーへ 
移転・社名変更

2016  
FTSメキシコ設立

2015   
FTS九州(大分工場)設立

2017  
FTS台湾設立

2018  
FTSテネシー設立

2020  
FTS九州(福岡工場)設立

FTSタイ、 
FTSインドネシア設立

1956 社是制定 
「よい品を創意、誠意、熱意と人の和で」

1944 
堀江金属工業 
株式会社へ改名

1942
創立

2027
85周年

2042
100年企業

2008
FTS設立

1996
2002

2019
2024

2025

2030

株式会社 
堀江金属品製作所設立

1953 
トヨタ自動車工業㈱より 
フューエルタンク 初受注

受注当初のSF型乗用車用
フューエルタンク

創業者
堀江善四郎氏

1972
再出発

グローバル進出
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自動車
国産化

モータ
リゼーション
の始まり

マイカー時代
（大衆化）

クルマの多様化
ハイブリッド普及

FCV市場投入

エコカー多様化 エコカー進化エコカー普及
EV化

プラグインハイブリッド市場投入

1930年代 1940年代 1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年~

株式会社FTS
株式会社 エフティエス

堀江金属工業株式会社

高度成長時代
少品種大量生産(鉄タンク)

グローバル拡張時代
多品種大量生産　(鉄・樹脂タンク併産) 多様なエネルギーへの対応

CASE・SDGs対応の時代

Ｆ
Ｔ
Ｓ
沿
革

シ
ス
テ
ム
の
変
遷

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

ク
ル
マ
の
変
遷

ク
ル
マ
社
会

Ｆ
Ｔ
Ｓ
製
品
の
沿
革

取
り
巻
く
環
境

樹
脂
製
フ
ュ
ー
エ
ル
タ
ン
ク

鉄
製
フ
ュ
ー
エ
ル
タ
ン
ク

クルマの普及拡大 スポーツカー高級指向 低燃費指向の拡大 脱炭素対応の強化

FTSの事業の深化・進化と価値創造の歴史

画像提供：トヨタ自動車㈱

FTS製品の変革（1930年代〜現在） 私たちＦＴＳは、人間性尊重を基軸にグローバル企業として社員一人ひとりが新たな価値の創造に努め、お客様に喜ばれる商品・
サービスを提供するエネルギーシステムサプライヤーをめざして、先人達の想いを受け継ぎながら『変革』と『挑戦』を合言葉に成長して
きました。持続可能な社会の実現に向けて更なる深化·進化を続け、環境と人にやさしい技術を通じた明日の「ものづくり」を実現します。

鉄ドラム型

鉄モナカ型

単層樹脂製タンク 4種6層 樹脂製タンク

電気亜鉛メッキ鋼板 錫－鉛合金溶融メッキ鋼板 鉛フリー対応：
アルミめっき鋼板 バイオ燃料対応：錫－亜鉛めっき鋼板

モナカ型タンク 鞍型鉄タンク 背負い式
タンク

多層樹脂タンク 超薄型樹脂タンク フィラーパイプ
一体樹脂タンク

断熱材付密閉
樹脂タンク

HV用扁平タンク
「TNGA」第1弾

PHEV
密閉タンク

FCEV
タンクバンド

給電口
樹脂モジュール

内容量追従タンク 薄型鉄タンク

HEV部品

会社合併

EV部品

タンク樹脂化
HEV部品

TNGA推進優秀賞
技術開発賞技術開発賞

技術優秀賞技術開発賞

CE特別賞

PHEV
PHEV

PHEV

PHEV

EV

FC
HEV

HEV

HEV・PHEV HEV

CE特別賞

PHEV部品 FC部品

●1953年 ドラム型鉄タンク
（トヨタ自動車工業㈱向け初受注）

●1948年
ユニバーサルジョイントカバー取引開始

● 1974年 排気ガス規制（キャニスタ設定）
● 1982年 燃料ポンプインタンク化

トヨダ
AA型

1951年 
トヨタSF型

1966年 
カローラ

1973年 
コロナ

1990年 カムリ 1993年 スープラ 2008年 iQ

2002年 
ハイラックスサーフ

2003年 
シエンタ（初代） 2010年 

ヴィッツ
2012年 
プリウスPHEV

2014年 
NOAH ／ VOXY

2015年 
プリウス（4代目）

2020年 
ヤリス HEV

2020年
RAV4 PHEV

2023年
プリウス

2020年MIRAI

2020年 
C+pod

2021年
NX PHEV

1991年 クラウン 1997年 プリウス
（初代）

● 1986年 カットオフバルブ設定

縦置薄型鉄タンク 室外用電池ケース 小型汎用電池ケース

単層（シーラーⓇ）
樹脂タンク
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FTSの強みと主要製品

評価・解析

品質保証

企画・開発

製品設計

量産

生産準備企画、開発・設計から
評価、生産、品質保証など

ものづくり
一貫体制

One Team
人材育成

ものづくり一貫体制

安全・安心を支える
高品質

効率的で安定した
モノづくり

グローバルで同一・同質な
製品を提供する生産技術力

お客様の期待に応える
グローバルで

最適なシステム提案

全て自前で評価、解析が可能
高い予測技術を駆使した効率的な開発

FTSの強み 主要製品紹介

事業の持続的成長を支える人材育成と健康経営の推進
トヨタ系システムサプライヤーとして、クルマの動力源であるエネルギー（燃料等）を 
安全安心に貯蔵する“重要保安部品”である鉄製·樹脂製の車載用エネルギー密閉容器づくりのノウハウ

 ⁃ ビジネスの大前提である安全、防火管理体制
 ⁃ 確かな技術力、ものづくり力　及び信頼性の高い品質と高いシェア
 ⁃ 開発・設計から製造・販売まで手掛けるものづくり一貫体制

FTSでは、フューエルタンクをはじめとした様々な製品において、衝突安全性、耐腐食性、耐久性、軽量化、
コスト低減、環境負荷低減などのハイレベルのニーズに対応しています。

金属製 鉄製

樹脂製

電池ケース

フューエルタンク

充電リッド フューエルリッド

フィラーパイプ

樹脂製

鉄製 樹脂製

PHEV車両用　
電池ケース

給電口樹脂 
リッドモジュール

フィラーパイプ

フューエルタンク/タンクバンド

フューエルリッド

FCEVタンクバンド

燃料系 
主要製品

電動化
対応製品

PHEV・BEV・FCEVシステム
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第2次
グローバル
創業年

● 商品力強化 〔VS〕
●真のグローバル化
 〔FG〕

●限量経営 〔CR〕

●エネルギーシステム
サプライヤーへの進化 〔Shift〕

● 経営体質の更なる深化
 〔Beyond〕

● グローバルの有機的連携の
強化 〔Link〕

●マルチパスウェイ
対応

●生産スペースの
整流化

●働き方の効率化

●強さを兼ね備えた経営体質
（変化・やりぬく・愛社）
●グローバル 既存拠点拡充
●独自商品開発、
高付加価値とブランド力向上

2024 2025 2026 2030202020192014

極めて重要な
3ヶ年

モビリティのマルチパスウェイ

改革年
2014 ～
2018

新たな
飛躍への
助走期間
2020 ～ 

確固
たる基盤強化

100年企業に
向けた

会社の変革

更なる
飛躍年
2027 ～ 2030

エネルギー密閉容器の専門メーカー
FTSマルチパスウェイ戦略“４つのマルチ”への対応

CN燃料車ICEHEVPHEVBEV FCEV

動力源のマルチ
環境：CO₂削減

エネルギー：多様化に対応
1

2

製品のマルチ
快適：室内空間確保

車両パッケージ：多様なニーズに対応
3

4

人材のマルチ
経営：次世代リーダー
挑戦：チャレンジ精神

7
8

地域のマルチ
安心：燃費＆電費の向上
安全性：信頼性の高い密閉容器
5

6

2026短中期経営計画⇒会社方針
⇒部方針（部長：宣言）

経営計画

（FF30＋固定費低減・etc
FF30V2）＝機能戦略

戦術

将来ビジョン
目指す姿

経営理念

（経営戦略SHEET)

（FTSポリシー）

戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ事業

FF30（FTS Future 2030） 2024年3月開始～

FTSの将来を考える
全社プロジェクト活動

３つの戦略
. 環境認識・分析とコアビジネスの限量経営
.コアビジネスを磨き高付加価値化
.新規ビジネスの攻め方

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

FTS2026 ビジョン
環境変化に柔軟に対応し、
No.1の品質・技術・生産力をモノづくりの技で磨き、
お客様に喜ばれる商品を創り続ける
エネルギーシステムサプライヤー

FCEV
MHEV ICE

BEV REX PHEV HEV

１）電動化加速の現状
世界ライトビークルの生産予測とパワートレインMIX

世界の車両生産市場の予測

2030年のBEV台数は昨年比20%
下方修正も気候中立に向けて
電動化は加速していく

10,000

5,000

7,500

2,500

0
CY
2023

CY
2024

CY
2025

CY
2026

CY
2027

CY
2028

CY
2029

CY
2030

（万台）

FTS独自予測

２）世界マクロトレンド

総生産台数は、2017年~2028年
 「実質ゼロ成長」と伸び悩み
生産と販売の差は収斂

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

95 94
89

75 77 82
90 89 90 92 94 95 97 97 98

生産台数
販売台数

FTS独自予測

BEV生産台数

移
動
価
値
の
拡
張（
コ
ト
の
広
が
り
）

人
づ
く
り
の
拡
張

既存技術・工法

軽量化

製品のひろがり

鉄製品 樹脂
製品

密閉容器

テクノロジー
プラットフォーム

Beyond
鉄タンク

プレス・シーム溶接・塗装

給電口
射出成形

耐圧容器
密閉技術

部品
内蔵容器
ブロー成形+
部品内蔵

CN燃料対応
テキスタイルコンポジット

容器複合材料

電池ケース
ハイテン
材加工

電磁波＆
高強度対応
電池ケース

マルチマテリアル
電池ケース

おうち給電

電池劣化防止
温調式
電池ケース

環境対応 CN
CO2削減・
リサイクル性・
カーボン削減

新燃料対応
液体,気体水素・

e-fuel・バイオ燃料・
アンモニア

安全性・
高性能対応
電磁波防止・
防爆・高耐圧

要素開発 = 機能付与

材料置換 = 機能付与（Ⅱ）

樹脂タンク
多層ブロー成形

電池パック
深化/進化

将来Vision（成長・価値創造戦略）

2025年、自動車業界の将来性は相変わらず不透明です。不透明にしているのはグローバルの潮流変化
（各市場の伸び悩み、CN、電動化、経済安保、ブロック化の進展など）があり、それぞれの変化に対

応できないと事業継続・成長は望めません。上記の変化に対応できる様に戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを立案し遂行
していますが、2024年前半では戦略Ⅰをより具体的にする活動としてFF30(FTS Future 2030)を立上
げ、足元の課題解決を含めた各工場の将来シナリオを各部代表者とつくり上げ、2024年後半では実行
に移りました。
FF30のシナリオから、将来の新製品についても少しずつ見えてきたので、2025年では更なる飛躍を
目指してFF30 Version2として具体的な製品シナリオ（マルチパスウェイ対応）をエネルギー密閉容器の
専門メーカーとして考えていきます。

戦略企画担当役員メッセージ総合企画本部長
梶川 勝弘 新事業： 

新しいコトへの挑戦
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将来Vision（成長に向けた戦略と戦術）

戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ と 戦術 FF30

戦略（目指す姿） 戦術（方策）

戦略：100年企業に向けて 目指す姿（会社の変革） 戦術：「戦略」 を実現する具体的な骨太シナリオ 2026短中期経営計画⇒会社方針
⇒部方針（部長：宣言）

経営計画

（FF30＋固定費低減・etc
FF30V2）＝機能戦略

戦術

将来ビジョン
目指す姿

経営理念

（経営戦略SHEET)

（FTSポリシー）

戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ事業

環境認識・分析とコアビジネスの限量経営（2030年 利益率 10%） 経営資源のムリ・ムダ・ムラを見える化 ・全社俯瞰で改善

コアビジネスを磨き　高付加価値化 将来に挑戦する開発チームづくりと人財育成

稼げる工場へ再編

事業化　検証＆提案

１００年企業として存続

製品提案

事業化検証

安全・４S・品質　　創意工夫と改善

人財育成・生産環境整備・機能付与要素開発

新規テーマ発掘チーム（一元化）

①お客様の困り事 ②情報・リサーチ ③新工法・新技術

情報：予測
（正しい）

新たな
経営資源

FF30にて
スペース確保
有効活用

量に備えた変動費改善
（労務費も一部変動費へ）

新製品の生産スペース確保

モジュール化製品＝付加価値

新たな経営資源

新燃料密閉容器など

 金 ：投資（将来へ）
 人（財） ：働き方（効率化）
 モノ（工場） ：スペース（整流化）

①電動化対応　
②CN燃料対応
　（e-fuel・水素・アンモニアなど）
③新事業　⇒　試作受注

新規ビジネスへの攻め方 新技術・新工法を活かし新しいコトへ継続的挑戦

戦略 Ⅰ FF30

戦略 Ⅱ FF30 Version2

戦略 Ⅲ FF30 Version3

売上

’08 ’18 ’22 ’25 ’30 ’35 ’40 ’45 ’50 ’55 ’60

利益

生産台数

利益の向上

盤石な経営
FTS独自予想

売上

’08 ’18 ’22 ’25 ’30 ’35 ’40 ’45 ’50 ’55 ’60

利益

生産台数
更なる利益の向上

CASE

盤石な経営
FTS独自予想

売上

’08 ’18 ’22 ’25 ’30 ’35 ’40 ’45 ’50 ’55 ’60

利益

生産台数
売上・利益拡大

新規ビジネスCASE

SDGs
CN燃料

盤石な経営
FTS独自予想

稼ぎ方のベースとなるシナリオ

新規ビジネス参入へのシナリオ

高付加価値製品　品揃えのシナリオ
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100年企業に向けた会社の変革（戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

現状 2030年度

リ
ソ
ー
セ
ス

仕事のみえる化 /ものさし(原単位 )により、改善点を明確化

ムリ・ムダ排除、ムラ（時間軸）の平準化

仕事量を減らす、寄せ止めする（会議、部品種類など）

仕事のやり方変更、スピードアップ
（予防保全、デジタル化（DX）推進　等）

既存ビジネスを
6割のリソーセスでこなす

既存ビジネスの生産性向上

6割

4割
やめる

減らす

変える

4割を
新規ビジネスへの
投資にシフト

業務改善の3ステップ
やめる → 減らす →変える

実績KPIに基づく利益計画

KPIに基づいた改善評価

利益計画

製造現場の
フロア

マネジメント

原価改善

実績KPIの反映

2 3

4

1

KPIに基づいた財務分析

決算分析

目標KPIの反映
同じKPIを使用

利益計画の進捗確認

悪化KPIの見える化

KPI改善実績情報

悪化KPIの対策

（拠点別KPIの横並び比較含む）

各事業体と連携 各事業体の将来を予測

FTS-J

長期的に継続して
成果を上げていく

FTSTH

FTSID

FTSTW

FTSKY

FTSTN

FTSMX

FTS 九州

2030年を目指した
将来シナリオ

損益分岐点目標

KPI 目標

原価低減目標

2030年度に向けた年度別損益分岐点目標の設定と
目標達成のためのシナリオ／計画策定

達成方策
●現地現物での学び からくり改善　　　        
● グローバル将来戦略 技術開発シナリオ 
● 事業体毎の足元課題対策　　　
●限量経営パッケージの実践　　

ア
セ
ア
ン
地
域

北
中
米
地
域

FY“・・・”

FY“n+1”

FY“n”

収益確保のための重点課題の明確化/生産KPI改善の効果額見える化

改善が進み収益力向上

原材料費の課題

ブロー成型工程における原材料費

要因分解
不良
品質確認
設備停止
段替え
スタートアップ
シャットダウン

月次決算分析
生産KPI改善
● 歩留まり改善
●生産能率
●不良品の不具合個数
●段替え時間

3 2

計画外
使用量

計画内
使用量

4

課題発見

2030年度に利益率10%という高い目標を掲げて、体質強化活動を推進しています。

経営管理（利益計画/決算分析）と製造現場活動（生産管理/原価改善）に同一のKPIを用い、
全社一体となって効率的な収益体質の改善を実施しています。

 ● 経営指標と生産KPIを紐づけて、日頃の改善の成果によってどれだ
け貢献できたかをわかる仕組み

国内外の子会社各事業体においても、それぞれの将来予測に基づき課題を整理し、2030年度の損益分岐点目標の達成に向けた
シナリオを策定して、共通のフレームワーク（限量経営パッケージ）を用いて、年度毎に着実に実行して行きます。

会社変革のための戦略推進

燃料系減衰期に負けない“稼ぐ力の底上げ”と“持続的成長”

戦略Ⅰ　環境認識・分析とコアビジネスの限量経営

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

収
益

安全・防火・品質：相互啓発の風土づくり　　デジタル化（DX）推進　
SDGｓ推進　　コーポレートガバナンス強化　　原価・収益：自主自立に向けた収益体質強化

1
3

2
4 5

盤石な経営基盤の確立

Ⅰ戦略 Ⅱ Ⅲ の推進

Ⅰ戦略
●限量経営

短期 中期

燃料系部品の減衰期

両
利
き
の
経
営

第３の創業期
戦略 Ⅲ 新規ビジネス

（新商品、新事業）

戦略 Ⅰ 限量経営
戦略 Ⅱ 高付加価値化

コアビジネスの
収益力向上

未来への投資

Ⅱ Ⅲ戦略
●高付加価値化
●新規ビジネス

1 限量経営のめざす姿

2 限量経営のための仕組みを標準化（限量経営パッケージ）

3 変動費低減/固定費適正化の取り組み

4 グローバルFTSとしての取り組み

変動費低減の取り組み例（樹脂タンクの原材料費） 固定費適正化の考え方

燃料系部品の減衰という環境下にあって、100年企業を目指し持続的に成長していくために、限量経営
の仕組みを整備し、現在のコアビジネスを徹底的に効率化して限られた生産量でもしっかりと稼ぐ収益
体質を実現するとともに、コアビジネスの高付加価値化や新規ビジネスの開拓に必要なヒト・モノ・カ
ネのリソーセスを捻出していきます。2030年にコアビジネスの利益率10％という目標を掲げ、利益計
画と生産KPI目標を直接リンクした変動費低減活動や、「今の仕事を6割のリソーセスでこなす」ための、
抜本的な生産性向上や業務の見直しによる固定費適正化活動を、全社一丸となって推進していきます。
またグローバルFTSとしても、各拠点固有の経営課題への対応を行いつつ、限量経営の仕組みを標準
化し、将来の環境変化に対応出来る収益体質を目指して改善に取り組んで行きます。

経理担当役員メッセージグローバル本部長・CFO
小山 秀実

金
額

台数

現状損益分岐点

リソーセスの4割を
新規事業へシフト

損益分岐点の改善

2030年度
利益率10％

不良低減・設備可動率向上等

目標損益分岐点（150万台）

固定費

売上

変動費

コアビジネスの収益体質改善
 ● 限量経営＝生産量に対し限られた資源で効率よく経営すること

2030年度コアビジネスでの利益率10％確保に向け、
損益分岐点150万台を目指した収益体質改善を推進
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100年企業に向けた会社の変革（戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

FTSは鉄製、樹脂製の燃料タンクで培ってきた領域の強みを更に進化させ、「エネルギー密閉容器の専
門メーカー」として、カーボンニュートラルやSDGsの実現、社会課題の解決に貢献して参ります。 FTSが
考えるマルチパスウェイは「動力源」 「製品」 「地域」 「人材育成」のマルチ化を柱とし、電動化製品や未来
のカーボンニュートラル燃料の密閉容器にもチャレンジします。実現に向けて、社内外の仲間づくりと人
づくりはとても大切と思っています。 新たに関係会社との枠組みもつくり、グローバルで推進していくこ
とを目指します。 One for All, All for One！ 明るい未来の実現に尽力して参りますのでご期待ください。

車の燃料を安全・安心に貯蔵する重要保安部品として、鉄製/樹脂製の燃料タンクを一貫して開発/生産、 『材料』・『構造』・
『工法』 を進化させて お客様のニーズに応えて参りました。

大変革期のなか１００年企業を目指し、『エネルギー密閉容器の専門メーカー』 として
戦略Ⅱ:コアビジネスの高付加価値化 、戦略Ⅲ:新規ビジネスの創出を掲げ、環境課題の解決を推進しています。

鋼板の深絞り、扁平形状でクルマのパッケージに貢献。防錆性能の高い材料、蒸発ガス抑制構造により環境への配慮や、
連続接合で生産性を高めて廉価なモノづくりにも貢献して参りました。

 ● 循環型モビリティパーツ
 ● 環境サステナビリティ　など

 ● 既存タンクを新燃料へ活用 
　（例：バイオ燃料、合成燃料タンク）

 ● 電動車への貢献 
　（例：電池ケース、充電リッド）

 ● カーボンニュートラル燃料容器 
　（例：水素タンク、アンモニアタンク）

【戦略Ⅲ】

【戦略Ⅱ】

【戦略Ⅲ】

“顧客の拡大”、“製品の拡張”、“新事業の開拓”に挑戦

● システム開発の委託拡充と深化
構想段階から参画、最適燃料システムの提案（既存タンクの活用と統一）

● 既存アセット活用（型・設備投資削減　仕入先含む）
● 超多品種少量・補給生産　SSC+Fの更なる進化 (生産性向上3%/年)
● 整流化：社内外在庫削減、外部倉庫流出金廃止

● グローバル対応 (1000万台 ICE・HEV・PHEV）
良品廉価なタンクを最後の1台まで造り続け、グローバル同一同質を推進

複雑な形状を一体成形することで、クルマの商品力を向上（室内広さとHEVバッテリーの搭載）させています。
また、剛性の高い材料や、精密に板厚を制御することにより軽量化、燃費向上に貢献して参りました。

A：コア人材の拡充 と 新たな領域に挑戦する B：新領域人材、C：マルチ人材 の採用/育成

すべての人に移動の自由を目指し、地域に応じた動力源システムを “仲間と連携” して実現

開発・技術担当役員メッセージR＆D 本部長
岩本 宏明

戦略Ⅱ・Ⅲ　コアビジネス(燃料系)の高付加価値化 と 新規ビジネスの創出

1 コアビジネス(燃料系)の技術変遷

2 戦略Ⅱ・Ⅲ　取り組み方針

鉄タンクの歴史：

戦略Ⅱ・・ コアビジネス(燃料系)の高付加価値化

戦略Ⅲ・・ 新規ビジネスの創出

樹脂タンクの歴史：

モノづくりは人づくり

Mobility for All

■ 燃料系システムサプライヤーとしての責務

■ 究極モノづくり

■ 顧客の拡大 ■ 新事業の開拓

■ 製品の拡張

マルチな
人材

地域
のマルチ

製品
のマルチ

FTSが開発＆生産

トヨタ・FTSが開発、他社が生産

◆ FTS本社
◆トヨタ他社

他社

他社

他社

他社

他社

FTSTW
FTSTH

FTSMX
FTSTN
FTSKY

FTSID

タンク 電池系 CN容器
日本 ◎ ◎ ◎

北中米 ○ （○）
アジア ○ （○）

欧州・中国・GS

CN容器：カーボンニュートラル燃料容器
GS：グローバルサウス

◎：開発・生産　○：生産　（○）：今後検討

地域別 “FTSの役目”グローバル連携

構想から参画

早期完成度

開発構想 量産化

製品設計

顧客要求・目標設定

構想設計 製造準備

生産準備
（車両検証）
システム検証
単体検証

機能設計

詳細設計

強度予測（変形量など）
機能予測（流動音など）

最適燃料系
システム

開発の拡充と深化

究極モノづくり SSC＋F

サイクルタイム タクトタイム

組付

車両情報

客先成形 溶着
冷
却

多品種、少量〜大量生産

SSC+F：Simple Slim Compact + Flexible

カムリ プリウス シエンタ シエンタ アルファードLS ノア・ヴォクシー

居住性 パッケージ
に貢献

技術

コスト低減

ク
ル
マ

鉄
製

タ
ン
ク

環境
性能

鉛フリー

蒸発ガスの
放出抑制

扁平

ロボットシーム溶接

錫亜鉛メッキ鋼板アルミメッキ鋼板ターンシート

リングプロジェクション

蒸発ガス放出抑制
ブラダータンク

蒸発ガス放出抑制
密閉タンク

扁平・縦長 扁平・縦長扁平

構造
材料
工法

1990年代 2000年代 2010年～

技術

スープラ ハイラックスサーフ ヴィオス プリウス カローラ RAV4プリウス（４代目）

1990年代 2000年代 2010年～ 2020年～
「TNGA」第一弾

居住性 車両パッケージ
に貢献

軽量化 燃費に貢献

環境
性能

蒸発ガスの
透過／放出抑制

精密肉厚制御で肉厚最適化

体積可変密閉（圧力抑制）2色成形／ポンプ締結構造

高剛性材料で肉厚低減

透過性能改善
多層化(EVOH)

蒸発ガス放出抑制
断熱密閉タンク（温度抑制)

HVバッテリーと両立する扁平形状

構造
材料
工法

FTS初
量産樹脂製タンク

ク
ル
マ

樹
脂
製

タ
ン
ク

P-ZEV 適応 LEVⅢ 適応LEVⅡ 適応LEVⅠ 適応

燃料タンク

燃料タンク
既知の世界

新製品

技術の進化

新製品

トヨタ

新顧客
未知の世界

顧
客
の
拡
大

A：コア人材
各社のニーズ・
プロセスに対応

C：マルチ人材
●システム思考 ●未来志向
●技術 ●マーケティング、協調

B：新領域人材
電気、IT（多様性）

 ● 内燃機関の持続的活用（残存者利益）
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100年企業に向けた会社の変革（戦略Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

品質保証

評価・解析

生産準備

量産

製品設計

企画・開発

ものづくり一貫体制
（企画・開発～量産、品質保証）

もっといいクルマづくり FTS強み
床下機能部品の知見● 低くてカッコいい

●室内、荷室が広い
●安全安心
●経済性が高い

電池：低ハイト化、廉価、軽量化
タンク：環境性能、扁平、廉価、軽量化

超
高
圧
容
器

電
池
パ
ッ
ク

燃
料
容
器

新
燃
料
容
器

メタン e-fuelCO₂
吸収

再エネ

水素

バイオ
燃料

アンモニア窒素

電気

水

FCEV

BEV

PHEV

ICE

HEV

CN燃料車

水素

電気

電気＋燃料

燃料

電気＋燃料

バイオ、合成燃料、
e-fuel、水素、
アンモニア など

３ 戦略Ⅱ・Ⅲ　製品戦略（エネルギー密閉容器の拡大）

“ Fuel Total Systems ” から “ Future Energy Total Systems ”  へ
鉄/樹脂タンクで培ってきた強み 『モノづくり一貫体制』 にて、最適なソリューションを提案・提供。
モビリティの進化と未来のエネルギーに寄り添い 『エネルギー密閉容器の専門メーカー』 として環境課題の解決に貢献し続けます。

あらゆるエネルギー源
動力源
のマルチ

タンクで培った 強みを進化/活用して、様々な 『エネルギー密閉容器』の品揃え製品
のマルチ

金属製アンダーカバー

関連部品の搭載 自然由来のエネルギーで
生成される燃料

（バイオ燃料、合成燃料、e-fuel）

配管の短縮・一体化で原価低減

キャニスタ
封鎖弁

多機能シール構造
（火炎漏れ防止、易解体性）

世界初！ モータースポーツで実証を開始（’24 〜）

水素仲間企業と連携して
容器則の学び、評価基準づくり、新構造開発 と 充填認可取得

世界初！ を目指して、先行試作 ’24、検証’25 〜

関係会社と連携して
評価基準づくり、安全安心な 圧力密閉容器（先行開発中）

【必要技術】
 ● 成型解析
 ● 高度なモノづくり
（深絞り、接着剤の精密塗布、防錆塗料膜厚制御）

キャニスタ・封鎖弁
 ● 気化燃料を一旦吸着
 ● エンジンへ送って燃焼 
（燃費向上）

フィラ・リッド
 ● 燃料をタンクへ導く

燃料ポンプ
 ● 燃料をエンジンへ送る
 ● 燃料モレ、燃料キレ防止（安全）

燃料タンク
 ● 燃料を貯蔵
 ● 気化燃料を密閉

　（環境に優しい）

タンク関連部品を含めて、廉価で軽量なシステムを開発

【狙い】
 ● 極低温を保持する　「断熱２重構造」
 ● 容量UPする 「楕円断面形状」

【狙い】
 ● 絶対に漏れない 「耐圧構造」
 ● 容積効率UPする 「部品配置」

【必要技術】
 ● 構造開発、評価/解析技術
 ● 高度な金属加工
（SUS厚板・高精度深絞り、連続接合 など）

【必要技術】
 ● 耐圧構造開発、解析/評価技術（非破壊検査 など）
 ● 高度な金属加工
（鉄厚板・高精度深絞り、連続接合 など）

PHEVの大型電池ケース

電池ケース・冷却器の一体化RAV4 〜

プリウス〜

BMS （バッテリーマネージメントシステム）
マイカ板

電池セル

電池ケース

ECU

J/B
（ジャンクションBox）

◆電池ケース

◆燃料系システムサプライヤー（現在）

◆液体水素の密閉容器（量産:’30以降～） ◆アンモニアの密閉容器（量産:35以降～）

◆既存タンクの持続的な活用

◆電池Assy（量産:’30 ～）

高電圧部品の組付、検査（技術確立中）

 ● 部品削減（シンプル構造） 部品拡大（’26 ～）

 ●モジュール（一体）化（’26 ～）
（部品を束ねて車両工場へ納入、物流・組立の効率化）

 ● 新燃料への適合（量産:’30以降～）

機能付与（開発中）

Step1 Step２

Step３

挑戦 挑戦

挑戦

新規ビジネス（電動化への貢献） 2025 2030

コアビジネスの高付加価値化 2025 2030

新規ビジネス（新燃料容器） 2030 20402025

新領域(水素、アンモニア)への挑戦

既存(金属技術)の進化
材料/構造/評価/加工/検査技術

新領域(電気系)への挑戦

既存(樹脂技術)の活用
材料/構造/評価/加工/検査技術
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盤石な会社経営基盤の確立

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

収
益

盤石な経営基盤の確立

Ⅰ戦略 Ⅱ Ⅲ の推進

Ⅰ戦略
●限量経営

短期 中期

燃料系部品の減衰期

両
利
き
の
経
営

第３の創業期
戦略 Ⅲ 新規ビジネス

（新商品、新事業）

戦略 Ⅰ 限量経営
戦略 Ⅱ 高付加価値化

コアビジネスの
収益力向上

未来への投資

Ⅱ Ⅲ戦略
●高付加価値化
●新規ビジネス

安全 · 防火 · 品質：
相互啓発の風土づくり
デジタル化（ＤＸ）推進
SDGｓ推進
コーポレートガバナンス強化
原価・収益：
自主自立に向けた収益体質強化

【強化する５つのポイント】
盤石な会社経営基盤の確立

1

2
3
4
5

1 安全・防火・品質：相互啓発の風土づくり

TQMの理念はお客様（社会／会社／家族／自分自身）の為に、全員参加で　絶え間なく　改善を推進
する事。安全も防火も　そして品質も　FTSに集う全員　一人ひとりがリーダー。個々人の気づきや改
善、その一つひとつが、例え些細なモノでも国内は元よりグローバルに拡散する事で、堅固確実多大
な安全安心信頼へと成長を遂げます。昨日よりも今日、今日よりも明日、現状に甘んじる事なく更なる
改善をめざします。
私たちのめざす姿 安全／防火 ： 相互啓発型安全文化の構築
 品質 ： 未然防止型品質向上活動の定着

安全・品質担当役員メッセージTQM 本部長
萩森 修

 ■ 安全文化構築

 ■ 防火活動

 ■ 品質向上活動

「安全な作業、確実な作業、熟練した作業／安全な作業は作業の入り口／私たちはまずしっかりとこの入口を通ります」を念頭に、
相互啓発型の安全文化の構築を推進しています。そのために、資格取得や教育機会などの学びの場を充実させ、知識・意識の向上
を図ると共に、トップダウン／ボトムアップ双方の意見を尊重し、互いに思いやる風土の醸成をめざした活動を推進しています。

「火災は全てを喪失（人命、工場、会社、生産、信頼）」を念頭に、トップの率先垂範による強化活動を推進しています。
プレス・溶接・塗装・成形等の多種多様な工法・工程・工場の特徴・特質に応じた防火対策として、可燃物・源の隔離や火災リスク
アセスメントの実施、展開などを行い、一人ひとりの防火意識向上と活動を風化させない取り組みを行っています。

お客様の安全に関わる重要保安部品の品質造り込みとその維持改善のため下記を重点に推進しています。

 ⿟ フロントローディング：「開発、設計初期段階から品質を造り込む」
過去及び現在の号口生産課題対策と再発防止の反映、新規変化点対応を重点に施策を立案しています。
また、各部門及び前後工程の役割、期待値を明確にし、生製準における標準オペレーションを継続的に改善しています。

 ⿟ 全社会議体によるトップ主導の品質向上活動（品質会議/工場品質改善委員会）
市場、顧客納入品質状況及び製造、生産技術、設計各部の品質活動を共有し、守れる/守りやすい作業改善と訓練場整備、 
工程内課題及び量産での設計課題の撲滅、品質課題の横展と標準化（オールグリーン活動）を推進しています。

安全文化発展モデル

グローバル情報共有フロー

労働災害発生頻度（休業度数率）

本社工場防火コーナー

防火トップ点検 粉じん爆発体験機

防火新聞による啓蒙活動

品質の取り組み 品質向上活動の図 品質会議

経営基盤強化の5つのポイント

0.0
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出典：厚生労働省「労働災害動向調査」

TQM志向
（お客様第一・絶え間ない改善・全員参加）

信頼される
ダントツ品質と安全

未然防止型業務運営の構築

品
質
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・
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化

作
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件
・
場
の

あ
る
べ
き
姿
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管
理

図
面
・
工
程
完
成
度

向
上

造り込み

開発～生産準備

号口（量産）

学びを源流に反映
未然防止

維持改善

低
低

高

高

事
故
率

安全意識レベル

めざす姿

現在

本能

上司の指示
自分だけの
取り組み

チームの取り組み

反応型

依存型
自律型 相互啓発型

ヒヤリ事象も
職場で吸上げ

職場改善→安全職場へ

改善結果共有職場展開

ささいなことも共有 上司の想いを込めて コミュニケーション

発生部署

安健防室

部門長
拠点長

＊ 4 はP39~42参照
＊ 5 はP19・20参照
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2 デジタル化（DX）推進

日々高度化するサイバー攻撃に対するセキュリティーへの対応と社員の方々の働きやすい環境づくりを
進めるため、攻めと守りを両立しながらDXを推進しています。最近では社内の様々なシステムからデー
タを集約しダッシュボードで見える化して活用する【データHUBシステム】という環境を構築しました。市
民開発、内製開発により自分たちで必要なデータを取り出して分析し改善に繋げられるようにITリテラ
シーの向上、人材育成をしながら推進しています。

DX 推進担当役員メッセージTQM 副本部長
赤木 正紀

 ■ IT中期計画（ロードマップ）

 ■ システムの市民開発と内製開発

急激なビジネス領域のシフトや需要変化に対応するために基幹業務の見直し、システム先進化及び情報管理・活用基盤の整備を進
めています。これにより、安心・安全品質を確保した上で、高い生産性と持続性のある事業構造を実現する事をめざします。

各部門が主体的に業務改善を行う取り組みです。
開発ツールを活用して自ら業務アプリを開発し、課題を解決することで組織全体の生産性向上を目指します。

外部のシステム開発会社(ベンダー )に依頼せず、社内で自社の業務ニーズに合わせてシステムを開発する取り組みです。
この内製開発の取り組みは外部に依存することなく社内で維持管理できるため、変化に強い柔軟なシステム構築が可能になります。

DX推進室と各部が連携し、市民開発を円滑に進めるためのサポート体制を構築しています。各部門が主体的に課題解決に
取り組む一方、プロジェクトに対しDX推進室が寄り添い、教育や技術面で伴走しながら進めています。

仕入先との業務効率化を目的に、従来の紙回覧・承認やメール送付による手続きから、ツールを活用したデジタル化を実施しました。
これにより、ペーパーレス化を実現するとともにデータの一元管理が可能となり業務の効率化と正確性が向上しました。

eラーニングシステムを自社開発し、これまでは講師が対面で実施していた各種教育をオンライン化しました。

【取組事例】　調達DX：仕入先業務の効率化

【取組事例】eラーニングシステムの構築

データHUBシステム導入

FTS2030ビジョン 最適ソリューションを基盤に社内イノベーションを創出する
目的：「FTSの競争優位性を確立」

現行の改善と新時代への準備

デジタル
エンタープライズ
自己変革

し続けられる組織

めざす姿

●Outlook導入（国内）
●TW・MX連動システム（グローバル）
●インフラ整備（国内）

●ハード＆インフラ／計画的に改善/老朽化対応
●AppSQUARE・DataSpider・RPA
 導入による仕事の効率化
●既存基幹システムの活路と見極め

●データ活用によるビジネス革新
●次世代サイバーセキュリティ改革
●DX組織・DX人材育成

DX実行とセキュリティの両立

準備期間
～2020

新たな時代への準備期間
2021 ～ 202３

新時代に対応
2024 ～ 20３0

経営層

生産ラインの
状況とリスク

業務プロセスの
状況とリスク

将来の事業の
在り方

経営目線による
現状の見極め

管理層

現場層

将来予測データの
収集方法確立と可視化

IoTによるリアルタイムでの
情報収集と伝達

みえる化作業の電子化
（製造DX）

各種データ収集・管理・
可視化基盤の構築

HUBシステムによりデータを活用した仕事のやり方にシフトしていく

現場の仕事をデジタルで効率化

経営KPIでデータドリブン

意思決定の対象 取り組み方針 強化されるポイント（例）

●市場動向
●事業領域
●収益
●従業員
●CN など

●生産/仕入
●設備
●要員育成
●業務効率
●安全 など

●ライン異常
●品質 など

※今後検討

データHUBシステム

ダイレクトにデータが共有・活用

効果の
早期検証

効率化 ムダの
みえる化

デジタル化
欲しい情報をタイムリーに表示
（傾向グラフや推移表　等）

生産データ
サーバー

InPut
OutPut

データ連携
モーションボード用

サーバー

海外との
共有も可能

仮想サーバー

ダッシュボード活用による３層みえる化とデータドリブン

データの可視化

市民開発

内製開発

【取組体制】

プロジェクトサポート

メンバー協力

協力
支援

教育

相談
上司 部長

サポート担当
プロジェクトリーダー

DX担当

インフラ・サーバー
データ管理

ツール選定
開発サポート

寄り添い活動

DX推進室 各部

ITSS管理G DX業務改革推進G

活動理解

過去 現在 eラーニング化による柔軟な学習環境を実現

各部で動画コンテンツを作成 eラーニング配信集合研修

eラーニングシステム

運用開始から約1年で実績40件

受講者

配信者
BIツール

AI音声読上げツール

E-Learning

受講状況把握

過去 現在

紙回覧・承認→メール送付

FTS／業務アプリケーション 仕入先

回覧・承認

情報展開・共有

ツール活用によるデジタル化を実施
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53

138

4年間で138件の業務アプリを市民開発で立上げ

その他の内製開発システム

※開発中含む

PC持出管理システム

統合マスター

行先明示板システム

業務工数管理システム

残業管理システム

市民開発・アプリ開発件数
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3 SDGs推進  ■ SDGsの取り組み

FTS戦略的SDGs　〜重点取り組み９項目〜

事例：製造現場によるからくり改善

FTS SDGs宣言
2030年のその先へ
持続可能な社会の実現をめざして

我々 FTSは、地球に生かされ共生し、社会の一員として事業を営ませていただいている事に心から感謝し、私たちが掲げるFTS
ポリシー「社員の幸福」・「社会の信頼」・「絶え間ない進化」のもと『持続可能な開発目標（SDGs）』の達成に取り組み、貢献する
事を約束します。

クルマのCO₂・温室効果ガス排出量削減と省エネ革新技術による脱炭素社会の実現
● 燃費向上につながる製品軽量化の推進　 ● 大気へのガソリン蒸気（Vapor）排出抑制の推進
● 省エネ革新技術と太陽光発電などの再生可能エネルギーをグローバルに導入

廃棄物低減・水リスク低減による循環型社会の構築
● 製品設計から廃棄までライフサイクル全体でリサイクルしやすい材料開発や易解体を配慮した設計開発
● 循環システムによる水使用量低減や生産における排出物削減とリサイクルの推進

コア技術を活用した新規事業の創出とクルマの電動化促進に貢献する新商品の開発
● エネルギーシステムの技術を確立して“環境に貢献する魅力ある商品づくり”
● クルマのプラットフォーム開発を得意とする強みを活かして次世代車製品の開発・生産

社員·家族の健康と幸せの実現＆グローバルでの雇用創出と社会共生の実現
● Smile & Touch健康経営とES風土改革
● 新興国を含むグローバルで事業展開と雇用創出

多様な人材活用の推進＆人権の尊重
● グローバルに活躍できる人材の育成
● 女性やシニアなど多様な人材が活躍できる働きやすい制度の構築

コンプライアンスとコーポレートガバナンスの強化＆信頼される会社の実現
● コンプライアンスの徹底と啓発による想定リスクの撲滅
●「危機管理マニュアル」醸成による様々なリスクへの対応力強化

『豊田市SDGｓ認証制度』「シルバー認証」を取得

SDGsライブラリの作成

社員にSDGsの取り組み内容や考え方をより一層知ってもらうことに加えて、一人ひとりの更なる貢献への気付きの醸成を
目的として、SDGsライブラリを社内情報共有サイトに開示しました。

第1回『豊田市SDGｓ認証制度』において、「シルバー認証」を
取得しました。これまで推進してきた、社員がイキイキと活躍
する働き方及び風土改革、ガバナンス強化推進及び省エネ、
カーボンニュートラルなどの環境面の取り組みを評価して頂き
ました。今後も地域社会に貢献し、社会から信頼される企業と
しての責務を果たしていきます。

低コストでの自動化や省エネルギー及び生産性向上の実現、
製造現場の人材育成、改善できる人づくりを大きな目的とし
て、からくり改善推進体制を整備し、様々な改善を実施してい
ます。

※オレンジの枠はFTS戦略的SDGsの項目

社員の
認知度向上と

動機付け

更に意欲的な
活動への進化

電気、エアーを使用をせずモノの『自重』を利用して箱を移動
させることにより、作業者の動作も『押す』だけとなり、エネル
ギー削減や工数・人への負担の低減につながっています。

からくり改善の知識・基礎技術習得に加え、展示場で体験を取
り入れた研修会を実施しています。

モノの『自重』を利用した省エネの取り組み

研修の実施

シルバー認証受賞
’23.10.12
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環境への取り組み

環境基本方針

環境マネジメント体制

カーボンニュートラル推進

私たちはさまざまな地球環境課題や社会課題の解決に向けて３つの柱を掲げて挑戦しています。具体
的には①環境認識の高い風土と人づくり ②循環型社会への貢献 ③カーボンニュートラル推進です。こ
れまで築き上げてきたモノづくりの強みを活かせる部分については、全員参加型でアイデアを創出し課
題解決を推進していきます。また未知の領域については仲間づくりから始めて新しい発想での課題解決
に挑戦していきます。これらの環境活動を通じて私たちの事業そのものの競争力を高めるとともに、持
続可能な社会の実現に向けて貢献していきたいと考えています。

環境担当役員 メッセージモノづくり本部長
太田 一郎

 ■ 環境マネジメント体制図

四半期毎に環境委員会を開催し、年度方針の進捗及び結果の共有、課題解決のための方向づけ、戦略策定、意思決定などを行っ
ています。

2030年度にCO2排出量50%削減（13年比）の目標を掲げ、環境組織体制整備及びCN委員会を設置し、全社一丸となり、日常改善・
材料/構造・生技革新・再エネ活用の4チーム編成でCO2削減に取り組んでいます。
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 ■ FTSを取り巻く環境法令  ■ FTSの環境取り組み

環境基本法 ●公害防止組織法　●循環型社会形成推進基本法
典型7公害 ～
環境影響

地球温暖化抑制 化学物質汚染

地盤沈下

法令名

●省エネ法・温対法
●建築物省エネ法
●フロン排出抑制法

大気汚染
●大気汚染防止法　●NOx・ PM法
●ダイオキシン特別措置法

●化管法（PRTR制度）
●PCB特別措置法

●水質汚濁防止法
●浄化槽法

●電事法

●工場立地法
●毒劇法

●  電波法・消防法・
 公害補償法

●工業用水法

●土壌汚染防止法

●振動規制法

廃棄物・リサイクル

●廃棄物処理法
●プラ資源循環促進法
●資源有効利用促進法

1

2

土壌汚染7

水質汚染1
振動5

●悪臭防止法悪臭3

6

●騒音規制法騒音4

7

環境マネジメント推進

SDGsの推進を
通じて社会と共生

循
環
型
社
会
へ
の
貢
献

環
境
認
識
の
高
い

風
土
と
人
づ
く
り

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

推
進

 ●カーボンニュートラル及び省資源・省エネルギーの推進
 ● 地球環境負荷物質の削減
 ●３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）推進

ISO14001に準じた環境マネジメントシステム（EMS）を構築し、継続的改善に努めます。

環境関連法律・規制・協定を遵守します。

当社の重点取り組み課題に取り組み、具体的な目標を掲げて達成をめざします。

1

2

3

基本方針

その他、詳細は
HP参照▼

社長

環境担当役員 事務局：環境統括室

 ■ 環境中長期目標
中長期目標を定めて環境負荷の削減に取り組み、地球温暖化防止やクリーンな地球環境に貢献します。

SDGsの推進を通じて社会と共生

カーボンニュートラル推進

技術革新 小型化・薄肉化・環境負荷の少ない製品設計・環境貢献新開発・水素活用

生技開発 エネルギーの見える化・ヒートポンプ・ 
高効率機器の優先採用・省エネラインの構築 DXツール活用による生準L/T短縮

日常改善・再エネ 日常改善＋6つの心得・再エネの最適調達

循環型社会への貢献

水・化学物質の削減

環境負荷物質の削減と資源の有効活用

生物多様性への貢献

環境認識の高い
風土と人づくり

CO2排出量把握 CO2排出量のグローバル見える化 IoTによる視える化

教育体系の更新と教育 環境検定の推進 日常的考動習慣づけ
相互啓発型

依存型 独立型

環境マネジメント推進
環境委員会 EMSしくみの整備

非財務環境情報開示・グローバルで共有

年度 2022（実績） 2023（実績） 2024（実績） 2025 2026 2030
1 異常・苦情 0件 0件 0件 0件 0件 0件

2 環境法令遵守 0件 0件 0件 0件 0件 0件

3 環境認識の高い人づくり（グローバル） 基幹職・GL以上 基幹職・GL以上 基幹職・GL以上・
ローカル担当者

係長・担当員・
ローカル担当者

係長・担当員・
ローカル担当者 相互啓発型

4 カーボン 
ニュートラル 
CO2排出量

国内総量ton（2013年度比） ▲20% ＋8% ＋５% ▲35% ▲38% ▲50%
原単位（前年度比） ▲2.5% ▲2.2% ▲1.4% ▲1% ▲1% ▲1%

5 産業廃棄物 
排出量

総量（前年度目標比）　▲4% ＋14% ＋6% ＋3.4% ▲4% ▲4% ▲4%
廃プラ（前年度目標比）▲5% ▲0.02% ▲13% ▲22% ▲5% ▲5% ▲5%

6 水使用量 原単位（前年度実績比）▲1% ▲4% ▲13% ▲17% ▲1% ▲1% ▲1%
7 特定化学物質量（前年度実績比）▲ 1 % ▲18% ▲4% ▲4.3% ▲1% ▲1% ▲1%

脱炭素社会の構築 「CN委員会」活動メンバー

CO2削減の取り組み

SDGs

全社活動 全工場（各ブロック責任者）　※「環境委員会」に基づく

環境に対する「仲間づくり」と「意識の共有」、
そこから生まれる相互啓発活動へ
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再エネ 目標

’13年度比
▲50%以上

全排出量の約12%
 ● 太陽光発電
 ● グリーン電力/ガス

責任者 社長 · 本部長

環境委員会 CN（カーボンニュートラル）委員会

全部署による
日常改善活動

商品の仕様・材料に
踏み込んだ削減

生産技術革新
による削減

使用エネルギー
革新（再エネ）

推進リーダー

CO2
排出量

基準年

生産増 電力係数の低下 電力構成比率の変化

生産性向上 新開発設備、稼動率向上、歩留り向上
日常改善 LED、INV、空調、コンプレッサー、ムダ削減

技術革新 水素、アンモニア

再エネ導入 太陽光、PPA、風力

証書購入 再エネ電気の購入

2050年

段階的に拡大

対投資効果を
見極めながら
対応

地道な改善の積み重ね

 ● 輸送効率向上によるCO2削減と物流梱包材使用量低減
 ● 環境に配慮した製品開発
 ● 環境意識の高い風土と人づくりの推進 
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環境への取り組み

カーボンニュートラル推進

環境意識の高い風土と人づくり

循環型社会の構築
 ■ 取り組みの考え方

 ■ 2024年度外部評価

 ■ 水使用量低減

 ■ 再生可能エネルギーの活用

 ■ 改善活動事例
動力供給設備の統廃合による低減

改善活動事例水使用量グラフ計上

循環型社会への貢献をめざし活動しています。

生産ラインや動力供給設備の統廃合により、省エネルギー化
とCO2排出量低減に取り組んでいます。

循環過程での気化や浮遊物除去に給水が必要でしたが、チラー
化することにより給水不要となり水使用量15％削減を実現しま
した。

社内では社長を委員長とした環境委員会を四半期ごとに開催
し部長を中心に環境課題について共有および議論しています。
また優秀な活動に対して表彰を行っています。

協議会発足15周年記念冊子へFTSの取り組みが掲載されました。また、豊田市図書館へFTS環境レポートや、樹脂タンク廃材の活
用を知っていただくために再生材（粉砕後）の現物を展示しました。

環境Newsを創刊し、毎月の配信にて環境豆知識や改善事例、
環境ヒヤリ事例を掲載し、意識と知識の向上を図っています。

太陽光パネルを３工場に、風力発電を本社に設置し、2021
年より年間電力使用量のおよそ３％を賄っています。また、
太陽光パネルは子会社であるFTS九州や一部の海外子会社
でも採用しています。

太陽光発電導入

豊田工場

展示ブース

討議風景 環境活動最優秀賞表彰式

田原工場

CDP評価：気候変動

Dランク
Cランク
Bランク
Aランク

基盤方針【環境】 2022環境方針 2024 2025 2026 〜 2030

循環型社会への貢献

企業活動において 
資源の有効活用を図り 
持続可能な社会に貢献

1 循環型社会の意義と 
基本理念の理解

環境月間（6月）等で
周知展開

2 事業活動における 
排出物の3Rの推進

1 産業廃棄物
2 水使用量
3 排出物と 

処理プロセスの把握

3 環境負荷物質 
（PRTR制度）の削減と 
資源の有効活用

環境に影響する 
化学物質使用量の低減

循環型社会の意義と
基本理念の理解

事業活動における
排出物の3Rの推進

環境負荷物質（PRTR制度）の 
削減と資源の有効活用1 2 3

環境委員会による意識向上

豊田市環境の保全を推進する協定協議会活動

社内啓発
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備
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給水

循環設備
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備
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給水
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給水
不要

CO₂削減効果 本社工場91t‐CO₂/年　
 広田工場36t‐CO₂/年
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変台A
待機電力
“有”

変台B
待機電力
“有”

変台A
待機電力
“無”

変台B

受電設備 受電設備変台Aへ
統合

2024年度
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環境委員会にて循環型社会貢献の意義を継続発信

循環型社会への取り組み
（材料・構成部品等）

プラスチック資源循環促進法の遵守
（250t未満継続）

水使用量低減

水量計個別化

化学物質排出把握管理促進法への対応

環境負荷物質を含まない材料調査と転換

＊チラー：冷却水循環装置
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社会の一員としての取り組み

人権の尊重

社員がイキイキと活躍できる全員参加の企業風土と職場づくり

健康経営の推進

 ■ 主な取り組み

 ■ 職場環境改善事例

「世界人権宣言」をはじめとする国際規範を踏まえ、行動基準となる「FTS CSRガイド」を定め、人格や人間性の尊重、強制労働や
児童労働の禁止を明言しています。
従業員、お客様、取引先など事業活動に関わる全ての人々の人権や人格・個性を尊重し差別的行為を行いません。また、社内にお
いては労使協調のもとで常に健全で働きやすい職場づくりを心掛けます。

会社変革を進めるためには、経営陣や管理職が言行一致と信賞必罰のマネジメントを行い、信頼関係を構築し、価値観を浸透させ
ることに加えて、社員一人ひとりが組織の目的・目標達成に向けて主体的に行動することが重要です。
このことを全員が改めて認識し、行動宣言により誓い合いました。質の高いコミュニケーションを地道に継続することで 「一人ひとり
が主体的にチャレンジする風通しの良い企業風土と職場」 を全員で作り上げていきます。

事業拡大や収益確保だけでなく、地域·社会と密接な関係を構築して「企業の社会的責務」を果たしてい
くよう努力を続けます。FTSの事業活動、社内外に関わる取り組み内容をより多くの皆様に知っていた
だくため、分かりやすく正しい情報発信を行い、FTSに関心を持っていただけるようにしていきます。
様々なステークホルダーと対話させていただき、「選ばれ続ける会社」になるため、地域·社会に求められ
ることを一つひとつ受け止め丁寧に応えてまいります。

健康でイキイキと活躍できる会社を
目指して、 活動の3本柱を推進す
ると共に、2017年4月に経営トッ
プによる「FTS健康宣言」を発表し
ました。
健康の保持増進に向け、心身両面
の健康施策の充実を図り、従業員・
会社が共に成長しながら全員活躍
での生産性向上を目指しています。

本社内の活動拠点「@WARM」に保健師が常駐し、
「健康づくり」を推進しています。

＊トヨタ関連部品健康保険組合の指標

人事 · 総務担当役員 メッセージアドミニストレーション本部長
中村 正

「スポーツエールカンパニー
2025」に  
3年連続認定

「健康経営優良法人（ホワイト500）」に7年連続認定

「あいち健康経営アワード」 
2020年度（’21/3）
大規模法人部門受賞

トヨタ関連部品健康保険組合禁煙の部
「取組み優良賞」を3年連続受賞

■全従業員採血
■被扶養者健診促進 ■二次健診受診勧奨と

治療経過フォロー
■治療と仕事の両立支援

■身体の健康づくり
 ●特定保健指導
 ●いきいき健康づくり

■発症未然防止
■再発防止・復職支援

全員参加活動
（職場主体） （きめ細やかなケア）

職場環境整備 個別活動

会社

職場

社員

家族

＠WARM

予防 治療

■スマイル チャレンジ
■チャレンジ健歩
■身体の健康づくり支援
■食生活改善

■「煙の無いFTS」づくり
 ●『脱タバコ 』勧奨
 ●受動喫煙対策

■ストレスチェック
■セルフケア教育
■ラインケア教育

健診

運動
食事

禁煙

メンタル

病気

運動
食事

メンタル

健康経営施策と活動の3本柱

役員風土改革宣言

継続的な職場環境改善

健康経営施策全体の主なKPI

健康経営の活動拠点「@WARM」

取り組みに対する外部評価

職場環境改善事例

各種研修実施

労使コミュニケーション強化活動

1.相手の話すことにしっかり耳を傾け、最後まで話を聞きます。
2.悪い話には「ありがとう」、 良い話には「ご苦労様」といいます。
3.会社の実情をきちんと理解いただくために、会社で起きている事に 

自分の考えを加えて、自分の言葉で伝えます。
4.メンバーの挑戦を後押し、結果に責任を持ちます。
5.常に感謝と尊敬の気持ちを持ち、メンバーと接します。

 ● 前向きな思考のためのメンタルタフネス研修
 ● ハラスメント研修
 ● EQ研修
 ● マネジメント研修

など各種研修により、
気付きと行動変容を
促しています。

会社の成長戦略に対して、労使の相互理解を深め、
職場毎の本音の声を聴くために各本部単位での
コミュニケーション
の場をつくりました。
様々な課題について
前向きに話し合い、
着実に解決していき
ます。

本社南門

本社工場ホットコーナー 本社西門階段

田原工場事務所 田原工場食堂打合場所

目的・役割・期待・
ゴールの明示

仕事の指導
マネジメント

主体的な
業務遂行

称賛
改善点

納得

達
成
感・や
り
が
い

心理的安全性を土台としたコミュニケーション
（相互理解・寄り添い）

自身のやるべき
事の理解

双方向の
対話

腹落ち 双方向の
対話

● 些細な事象
● 他からの学び

メ
ン
バ
ー

上
司

部長宣言

共感・納得

誠実な
フィードバック

仕
事
の
成
果

目的・目標を理解し、自ら考動

やるべきことを分かりやすく伝える

質の高いコミュニケーションのメカニズム
（ 仕事のやりがい促進と風土づくり）

目標 ’23年度実績

健康診断「低リスク者率」 44%以上 34.1%

メンタルヘルス 
「健康総合リスク」（指数） 100未満 97

年度 2023 2024

順位 259 229↑

HP▼

2017 年度 ●＠WARM新設　 ●本社食堂改装　 ●本社玄関・外構改装

2018 年度 ●本館１Fロビー改装

2019 年度 ● 本館２Fフロア改装　 ●豊田工場３F事務所改装装

2020 年度 ●スチールセンター事務所改装

2021年度
●本社２号館２・３Fフロア改装　
●本館３Fフロア改装

2022 年度
●本社２号館２・３Fフロア改装　
●本社厚生センター３F改装　 ●本館２・３Fトイレ改装

2023 年度
●本社２号館共有スペース・会議室・トイレ改装　
●田原工場トイレ改装

2024 年度

●田原工場事務所改装 
●本社工場ホットコーナー改装
●本社南門改装
●本社工場西門階段改装・再緑化

現
場
の
暑
熱·

防
寒
対
策
な
ど
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社会の一員としての取り組み

DE&I（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン）の取り組み ビジネスパートナー

人材育成

社会貢献

 ■ 多様性の尊重  ■ 基本的な考え方

 ■ 仕入先自主研鑽会活動

 ■ 主な取り組み

DE&Iを重要な経営の考え方の一つとして位置づけ、公平性を考慮すると共に、社員の個性・多様性を尊重したハラスメントのない
風通しの良い職場づくりを推進します。また、社員一人ひとりに、自身の創意、熱意及び能力に応じた活躍の機会や場を提供する
事で全員が成長し、活躍できる風土をめざします。

仕入先の皆様と連携し、お客様第一の活動を推進しています。
また、「ＦＴＳ経営理念」の実現をめざして、我々が果たすべき社会的
責任について、「グリーン調達ガイドライン」及び「仕入先ＣＳＲガイド
ライン」としてまとめました。さらに、「パートナーシップ構築宣言」を
行い、仕入先の皆様とのコミュニケーションを大切にし、共存共栄を
進めると共に、責任ある企業活動を推進し続けます。

当社は仕入先の経営基盤強化による持続的成長と生産性・品質向上による現場ロス低減などを目的として2021年から「寄り添い活
動」を展開しています。その活動成果を「協力会自主研鑽会活動」の場で共有・意見交換することにより、仕入先各社の主体的な体
質強化・競争力確保につなげる改善のサイクルを回しています。2024年度は仕入先9社が参画し、報告会には延べ114名が参加
し、相互研鑽を行いました。

 ⁃ 階層別教育、機能専門教育の拡充
 ⁃ e-ラーニング環境整備
 ⁃ 各種コンプライアンス教育整備
 ⁃ 外部コンテンツの利用
 ⁃ 自己啓発支援
 ⁃ コミュニケーション研修、EQ研修
 ⁃ 社外研修強化の実施など

基幹職研修2年目継続
幹部職研修新設※1　

当社では、「社員の幸福」をポリシーに掲げて、一人ひとりがFTSの価値観を共有し、創意とチャレンジ精神のもとでオーナーシップ
を持ち、主体的な行動により、成果を出す人材の育成をめざして取り組んでいます。

柔軟な働き方とワークライフバランスの実現に向け、育児短時
間勤務者も含めてフレックスタイム制度や在宅勤務制度を整え
ています。また、男性の育児休業取得の推進、 不妊治療、家
族のワクチン接種休暇制度の導入など、社員が働きやすい環
境整備を進めています。これらの取り組み成果が評価され、子
育てサポート企業として、「くるみん認定」を受ける事ができま
した。
今後も、両立支援制度の充実および啓蒙活動・社内外研修を
通じて、制度を利用しやすい職場風土づくりに取り組んでまい
ります。

‘25/4には子どもの看護休暇において、
法定基準を超える制度を整備

働き方改革の推進と仕事と家庭の両立支援

くるみん認定
‘24/11/15

項目 法令 FTS

対象と
なる子

小学校３年生 
終了まで

小学校６年生 
終了まで

子どもの看護休暇制度

幹部職外部研修

また、キャリアデザイン面談や若手の英語力強化、
海外トレーニーにも力を入れています。

｛

経営者目線での問題認識・課題形成お
よび全体最適な戦略立案をするための
考え方や方法論を学びました。
今後は、選抜研修の拡充を図るなど更
なる人材育成に努めて行きます。

各種研修で得た知識・スキルを
実践 → 結果 → 振返り からの
学びを通じた成長に繋げて
自己効力感を高めて行く

幹部職

管理職

中堅社員

一般社員

新入社員

テクニカルスキル

自
己
啓
発

選
抜
研
修

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

各
種
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）

問
題
解
決

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

E
Q
研
修
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

海
外
ト
レ
ー
ニ
ー

英語研修
新入社員研修

階層別教育 機能専門教育

業務遂行能力
ヒューマンスキル
対人能力

コンセプチュアルスキル
概念化能力

今後、拡充

※1幹部職外部研修新設

実践

振返り

結果学び

研修

パートナーシップ 
構築宣言▼

仕入先ＣＳＲ 
ガイドライン▼

グリーン調達 
ガイドライン▼

昨年から引き続き、愛知県赤十字血液
センターの協力のもと、本社にて献血活
動を実施しました。本社・豊田工場に勤
務する多くの事技系社員が積極的に参
加しました。継続的な活動として定着を
図っていきます。

豊田市が主催する「フォーラムエイト・
ラリージャパン2024」へ協賛すると共に、
豊田市の『わがまちアスリート』認定者で
あり、当社社員でもある佐々木選手へ
の支援・応援活動を実施しました。

地域社会に感謝し貢献するというFTSポ
リシーに基づき、豊田市で障害者支援
施設を営む、『社会福祉法人とよた光の
里』へ植栽整備器具を寄贈しました。職
員、入所者の方々から温かい感謝の言
葉を頂きました。

献血実施 地域イベント ラリージャパンへの協賛植栽整備器具の贈呈
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コーポレートガバナンス強化の取り組み

項目 24/4 5 6 7 8 9 10 11 12 25/1 2 3

（１）
コンプライアンス
意識向上

（２）
ハラスメント
のない
風通しの良い
職場風土づくり

（３）
情報セキュリティ
強化

　CSR強化月間の取り組み

株主総会

取締役会
（意思決定・監督）

執行役員
（業務執行） 全社会議体

監査役

会計監査人

内部監査部門
（監査室）

IMSシステムなど 
各部マネジメント

IMS委員会（品質・環境）
環境委員会

労使協議会
/懇談会

CSR委員会

付議
報告

退解任 退解任

連携

連携
連携 連携

監査
是正

問題提起

監査・監督

監査・監督

監査報告
報告

退解任

対話付議報告 監督

CSR方針

ガバナンス体制

『社会の持続可能な発展への貢献』

 ■ CSR委員会

 ■ CSR強化の取り組み

CSR委員会体制

CSR強化月間の実施内容 役員行動宣言 FTS CSRガイド教育

ＦＴＳ及びそのグループ会社は､ ｢経営理念｣に基づき､ グローバル企業として各国・各地域でのあらゆる事業活動を通じて、社会の
持続的な発展に率先して貢献します。
また､ 私たちは､ 国内および国際的な法令並びにそれらの精神を遵守し､ 誠意を尽くし誠実な事業活動を行うと共に、持続可能な発
展のために全てのステークホルダーに信頼される経営に努め､ オープンで公正なコミュニケーションを通じて健全な関係の維持･発展
に努めます。

社会要請を踏まえた、当社を取り巻く各種コンプライアンス項目に関して、全執行役員と社内監査役が顕在化した課題及び潜在的な
課題について共有し、その対策を議論・決定する場として、年に1回「CSR委員会」を開催しています。重要且つ、重点課題を見極
め優先的に解決しながら地域社会の一員としての責任を果たす企業であり続けます。

毎年2、3月をCSR強化月間と定め、社員一人ひとりが自分事としてコンプライアンス遵守を意識し、行動変革に繋げるための
機会として、コンプライアンス知識・意識向上活動と機密管理、情報セキュリティ強化活動を実施しています。
24年度は、昨年と同様に役員自らの行動宣言の展開、社員へのコンプライアンス意識調査、 「FTS　CSRガイド」の国内向
け教育・行動宣言の記入に加え、新たに「FTS　CSRガイド」の英訳版を作成し、グローバル各拠点のナショナルスタッフを含
む社員への教育を実施しました。

昨今のCSRに対する社会の関心の高まりを受け、CSR強化活動を推進しています。
主な取り組みとしては、

（１）コンプライアンス意識向上　（２）ハラスメントのない風通しの良い職場風土づくり　（３）情報セキュリティ強化
を重点に様々な角度から対策を実施しています。

持続的な成長を支えるために各国、地域社会及びお客様などのステークホルダーの声に対して、適時に公正且つ、透明性のある経
営判断を行います。また、その判断を常にチェックできるガバナンス体制を構築します。

重要事項の決定を行う法定機関として、株主総会・
取締役会を備え、内部監査をはじめとする内部統制
システムを整備・運用すると共に、監査役を設置し、
業務執行を監査・監督しています。

法令/条例
 /規制（新規・改正）

消防法
契約 建築

基準法 電波法

情報
セキュリティ 機密管理 労働三法

個人情
報保護

下請法 談合

ハラス
メント

贈収賄
防止 独禁法

談合

道路
交通法

健康

安全衛生

製品品質電波法

知財

適性検査

PL法

地球環境

CN

会計税務

輸出取引

安全衛生委員会
安全健康・防火

コーポレート統括部

営業部
調達部

会計・税務監査
と結果報告
経理

生製準企画会議
生産技術

技術開発会議
開発・技術 環境委員会

環境統括 CN委員会

プロジェクト進行会議
生産管理

プロジェクト進行会議
生産管理

FTS
CSR

品質会議
工場品質改善委員会

品質保証
IMS監査
TQM

CSR委員会

課題共有と共通認識
アクションの方向付け

〈議長〉
アドミ二ストレーション

本部長

監査役
監査室

総務・サステナ
ビリティ推進G

〈各部日常マネジメント〉＋〈定期監査〉
1）しくみ造り、見直し
2）知識向上、最新情報入手・対応
3）意識付けと予防処置
　（全社への牽制：案内・確認、フォローなど）

P D

A C

社長

執行役員

各本部・部

1

CSR強化月間

役員行動宣言

コンプライアンス意識調査

トヨタ行動指針	教育

CSRガイド	教育

情報セキュリティ教育

重要機密資産棚卸

標的型訓練

機密自主点検

1

下請法教育

CSR委員会

労務管理
強化月間

役員ハラスメント
防止行動宣言

PC管理
ルール教育

各部	職場
風土改善

幹部職
社外研修

ハラスメント防止研修

EQ研修

パワハラ防止
動画視聴＆
理解度テスト

エンゲージ
メント
サーベイ

エンゲージ
メント
サーベイ

メンタルヘルス研修

各部	職場風土改善

ES研修

グローバルCSR強化活動

交通安全教育品質教育

固定資産教育

役員法令教育法規認証教育

ワークルール
教育

全3回実施

全4回実施

監査室によるコンプライアンス啓蒙

セキュリティ強化対策（グローバル）

IMS
外部監査

コンプライアンス課題調査
（IMS内部監査）

コンプライアンス課題調査
（IMS自主監査）

2
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コーポレートガバナンス強化の取り組み

人命第一

地域の早期復旧支援

自社の業務・生産復旧

1

2

3

　コンプライアンス教育（e-ラーニング、啓蒙活動）の実施

e-ラーニング教育 定期的な啓蒙活動

BCP3本柱 インシデント対応の流れ

様々な分野で法令主管部署による主体的なe-ラーニングや啓蒙・啓発活動を継続的に実施することにより、
社員のコンプラインス知識と意識を高め、行動変容を促す風土づくりを推進しています。

2

情報セキュリティ強化

リスクマネジメント

近年のサイバー攻撃による情報漏洩やリスクが増大する中、情報セキュリティ確保は全てのステークホルダーの皆様との信頼関係
を支える重要な経営課題と認識しています。当社では、オールトヨタセキュリティガイドライン＊に基づき、情報セキュリティをグローバル
で強化する活動をスタートさせ、ITリテラシーの高い人材を育成するための教育、訓練及び啓蒙活動を継続的に実施しています。
＊オールトヨタセキュリティガイドライン（ATSG）・・・トヨタ自動車株式会社および子会社・関連会社を対象に、情報漏洩防止やサイバー攻撃等に対応

するための指針

災害など各種インシデント発生時に備えて、「人命第一」を最優先に、「地域の早期復旧支援」、「自社の業務・生産復旧」を3本柱
とした事業継続計画(BCP)を策定しています。定期訓練からの問題解決や他社からの学びを通じて、平時から危機に強く、実効性
の高い組織体制整備と人材育成を継続的に進めて参ります。

従業員の安全確保と被害を最小限に抑えるために、様々な訓練を定期的に実施しています。
また、他社との情報交換を通じて相互研鑽を行い、得られた学びを自社のBCP活動強化に活かしています。
今後は対策本部と防災隊の対応力強化を図るためレジリエンス訓練を計画して行きます。

社内掲示板、サイネージなどで、地震・風水害からの身の守り方、
行動など社員へ定期的に情報提供を行い、一人ひとりの知識、
意識向上を図っています。

 ■ 事業継続計画(BCP）の取り組み

 ■ グローバルでの強化活動
FTSグローバル拠点

避難訓練

他社情報交換会(相互研鑽)

応急救護訓練 ドローン訓練

 ■ 各種訓練

グローバル連携体制 ATSGグローバル達成率

 ■ 啓蒙・啓発

グローバル各拠点にて出向者、ナショナルスタッフを交えて情報
セキュリティ強化に向けて、各拠点の状況や課題とその対策につ
いて共有し相互連携・相互研鑽を図っています。今後も継続して
進めて行きます。

 ● 情報セキュリティ教育　● 法規認証教育
 ● 固定資産管理教育　● 品質教育
 ● 役員向け法令、ガバナンス教育　
 ● 下請法教育　等

 ● 品質新聞　● 防火新聞　●コンプライアンス通信
 ● 情報セキュリティ通信　● 法規認証通信　等

有事に一人ひとりが慌てず速やかに行動
することを目指して訓練を実施していま
す。

BCPだけでなく防火や健康経営など幅広い
範囲で定期的な情報交換を実施しています。
本音の困り事や参考となる取り組みを互いに
紹介し合うことで、改善につながる多くの気
付きや学びが得られています。

年2回の訓練を通じて多くの社員が応急
救護を実践できるように努めています。

災害時にドローンを有効活用するための訓練をスタート。
今後も資格者を増やし、定期的な訓練による操縦レベル
向上を図って行きます。

大地震、 火災・爆発、 津波、
豪雨・洪水、 サイバー攻撃、
感染症、 インフラ供給停止、
設備トラブル、納入・物流トラ
ブル、サプライチェーントラブ
ルなど

想定されるインシデント

初
動
対
応
決
定

防
災
対
策
本
部
設
置

人
命
第一活
動（
防
災
隊
組
織
）

完
了

状
況
確
認（
建
屋
・
設
備
・
イ
ン
フ
ラ
）

生
産
復
旧
対
策
へ

各
種
ア
ラ
ー
ト
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生

会社 拠点／職場

防災組織を中心に安全・安心でより確実な 
避難が出来る体制と有事に動ける訓練の実施

地域・自治体と連携し、早期復旧と支援

災害に応じて各機能が主体的に責任範囲の 
対応を行い早期生産復旧

FTS日本FTSTW

FTSTH

FTSID

FTSMX

FTSKY/TN

台湾

タイ

インドネシア

メキシコ

ケンタッキー／テネシー

FTSID（インドネシア）

FTSTH（タイ）

FTSKY（アメリカ） FTSMX（メキシコ）

対策済
82%

対策中
17%

パートナー

パートナーコーポレート
統括部 DX推進室

ナショナル
スタッフ

各拠点
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FTSの概要　

従業員数
（派遣社員を除く）

障がい者雇用率

育児休業取得率

平均残業時間

社員の平均年齢

女性従業員比

男女賃金差異（比率）

エンゲージメント
サーベイスコア

社員の平均勤続年数

女性管理職比率

有給休暇取得率 アブセンティーズム

プレゼンティーズム

CO2排出量 産業廃棄物総排出量 水使用量

通信教育講座数 国家資格取得数

1,427

9.5 57.1

100

50.0

偏差値

45.9

講座119 人69

環境

社会

ガバナンス

29,707 t

人 2.7％

％

73.8％

％

％

％

全体

0.6 日身体

3.9日こころ

女性

男性

21.1H ／月

90.8 ％

76.1％

2.53％

42.7歳

787 t 230 km3

18.1年

取締役 監査役（社外含む） 社内外スピークアップ
相談件数

7名 2名 18件

※こころと身体の要因別休職日数を、 
年間一人当たり平均日数で測定

※従業員の会社や仕事に対する愛着
心や貢献意欲を数値化した指標

※体調に問題なく仕事に集中できる状態を100％
とした場合に対する、自己評価の平均値

男性 女性

（昨年比： ▲758） （昨年比： ▲83） （昨年比： ▲46） （昨年比： ▲28）
※内、再エネ相殺分：3,415t

FTS非財務データ 2024年度実績 ※2025年3月末時点
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FTSの概要　

会社概要・国内拠点紹介

社名 株式会社FTS

本社所在地 〒471–8510　愛知県豊田市鴻ノ巣町2丁目26番地

電話番号 0565–29–2211

代表者 取締役社長　磯部 利行

設立 1942年7月7日

資本金 30億円

従業員数 単独：1427人 ／ グループ会社全体：3047人（派遣社員を除く） ＊2025年3月末時点

事業内容
燃料タンク及び燃料タンク周辺部品・エンジン部品・ハイブリッド部品の 
開発・設計・製造ならびに販売、鋼板の加工・販売

海外グループ会社

国内拠点

生産品目
フューエルタンク（樹脂・鉄）、フィラーパイプ（SUS）、
フューエルリッド（鉄）、バッテリーケース
1961年操業
〒471-8510 愛知県豊田市鴻ノ巣町2丁目26番地

実験センター

業務内容
信頼性評価・強度安全評価・耐火試験
2002年設立
〒471-0836 愛知県豊田市鴻ノ巣町2丁目5番地1 

広田工場

生産品目
フィラーパイプ（鉄）、樹脂リッドモジュール
1981年操業
〒473-0932 愛知県豊田市堤町寺池11番地

岩手工場
（トヨタ自動車東日本（株）岩手工場内）

生産品目
フューエルタンク（樹脂・鉄）、
フィラーパイプ（樹脂）
2006年操業
〒029-4503 岩手県胆沢郡金ヶ崎町西根森山1番地 

豊田工場

生産品目
フューエルタンク（樹脂）　
2005年操業
〒471-0834 愛知県豊田市寿町1丁目33番地1 

田原工場

生産品目
フューエルタンク（樹脂・鉄）
フィラーパイプ（鉄）
1985年操業
〒441-3401 愛知県田原市緑が浜四号1番9

スチールセンター

生産品目
鋼板加工品
1971年操業
〒470-0224 愛知県みよし市三好町東山5番地 

本社・本社工場

名古屋市

みよし市 豊田市

愛知県

大分県

福岡県

岩手県

田原市

株式会社FTS九州  
本社 大分工場

株式会社FTS九州 福岡工場

株式会社
アスノエンジニアリング

FTSTH

FTSID

FTSTW
FTSTN FTSKY

FTSMX

台灣富德斯股份有限公司
P50

FTS AUTOMOTIVE 
（THAILAND) CO,.LTD.
P51-52

PT. FTS AUTOMOTIVE 
INDONESIA
P53-54

FUEL TOTAL SYSTEMS 
KENTUCKY CORPORATION　
P55-56

FUEL TOTAL SYSTEMS 
TENNESSEE, LLC　
P55-56

FTS AUTOMOTIVE MEXICO, 
S.A.DE C.V　
P57-58
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グループ会社紹介 株式会社FTS九州

リスクマネジメント コンプライアンス

当社はFTSグループ九州生産拠点として“明るく元気で前向きな職場”を合言葉に「地域に根差した事業
運営」を行っております。親会社同様樹脂製燃料タンクの生産活動に従事しており、地域の皆様との繋
がりを大切にしています。また、九州の豊かな自然を守るため廃棄物ゼロをめざして地球環境にやさし
いモノづくりを進め、環境保護活動に取り組んでいます。

拠点長 メッセージ株式会社 FTS 九州　社長
岡田 久稔

会社概要

将来Vision

E：環境

S：社会

G：ガバナンス

社名

本社所在地

従業員数

事業内容

HP

主要顧客

事業

技術開発・モノづくり

マネジメント

材料・構造・工法・サイト コアビジネス高付加価値化 最適燃料システムご提案 賢い依存タンクの活用統一

株式会社FTS九州

〒879-0314
大分県宇佐市大字猿渡字糸口1120-19

95人（派遣社員を除く）

フューエルタンク（樹脂）・樹脂リッドモジュール

https://fts-kyushu.com/company

DKC（ダイハツ九州）

TMK（トヨタ自動車九州）

株式会社FTS九州 本社 大分工場 株式会社FTS九州 福岡工場

大分

福岡
佐賀

熊本長崎

《沿革》
2015年 大分工場設立 
2020年 福岡工場設立

1 企業理念・ポリシー

２ 2030 Vision

お客様のニーズに応える　SSC+Fの事業/モノづくり実現と地域に根差した運営を目指します。
※ SSC+F：シンプル・スリム・コンパクト＋フレキシブルの略で「自働化」 「ジャストインタイム」 「高生産性」 なモノづくりのこと

エネルギーの節約と再生可能エネルギーの活用を実施しています。

2021年からカーボンニュート
ラル活動に取り組み、2025
年までに電力原単位5％低減
を目標に進めています。

近隣他社・地域の皆様に私たちの会社を
知って頂けるように設置しました。
夜間は蓄電電気でライトアップし防犯に
も役立っています。

会社の食堂ではお弁当を手配しています。
食事に対しての配慮として、会社から一部
補助をすることで、従業員の方々からも
大変喜ばれています。

由緒があり、地域のシンボルである宇佐
神宮の西大門改築費を一部奉納するなど、
地域の活性化に大きく寄与しています。

FTS本社にて展開しているコンプライアンス通信
を九州でも同様に展開し、同一同質の考え方で
九州従業員の皆さんに教育を進めています。

内部統制の強化を目的として、法令遵守や不正防止のための仕組みづくりを推進しています。

地域の皆様に貢献し、地域の皆様に愛される企業に成長するため、様々な活動を実施しています。

太陽光発電（福岡）

FTSモニュメント設置 福利厚生 地域社会への貢献

太陽光発電量モニター デマンド監視モニター
九州は日照時間が長く
太陽光発電には有利です。
工場電力量の約８％を太陽光
発電でまかなっています。

日々の発電量をCO2換算し
地域社会の皆様にインター
ネットで公開しています。

工場使用電力量を事務所内
で確認し、上限を超えないよ
うに生産計画、日々ライン運
営に取り組んでいます。

レクサス全量BEV化により燃料系減衰が進むと予想される中、コアビジネスの商品力強化と
電動化対応新商品ビジネスを進めます。

◆考え方と活動内容
 ● お客様が推進する現地調達化へ
の貢献を進めCO2削減 
及び次世代電動樹脂リッド 
受注戦略への貢献

 ● コストセンターを設置し、確実な 
目標による実績管理費用削減

◆考え方と活動内容
 ● タンク高付加価値化キャニスター
一体式タンク新構造・工法 
お客様のうれしさ共有 
次期モデルへ進化

 ● 準内製ライン位置づけは 
くずさずにお客様へ貢献
 ● 超多品種号口生産継続

◆考え方と活動内容
 ●「もっといいクルマづくり」に 
貢献するためお客様の困りごと
を一緒に共有しモジュール化 
シナリオ提案
 ● 燃料システム構成品を 
シンプルにする事で 
原価低減コスト競争力向上

◆考え方と活動内容
 ● 限量経営に向けた賢い種類の 
選択とSSC+Fのさらなる深化

 ●２号ラインへ寄せ止めを進め、 
空きスペースは 
新規ビジネスへ活用

リスクの特定（発見・把握）
リスクアセスメント（分析・評価）
リスク対応（対応策）
リスクコントロール（運用）

法律（法令）違反
就業規則・契約違反
社会倫理に反する行為
職業倫理に反する行為

既存商品の高付加価値化(戦略Ⅱ)を親会社と進め、台数が減っても利益が出る事業構造へシフトします。

将来の減衰期に備えて、限量経営実践による経営体質を強化します。

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

《目標》　重点取り組み事項の確実な実行により、2030年までに営業利益率10％を目指します。

福岡工場
種類削減・成型機寄せ止め

福岡工場
キャニスター・モジュール

福岡工場
キャニスター一体式タンク

大分工場
樹脂リッドモジュール

コーポレートガバナンス

内部統制

2021 2022 2023

目標電力原単位

目標
５％低減

2024 2025

https://fts-kyushu.com/company
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グループ会社紹介 株式会社アスノエンジニアリング ／ 台灣富德斯股份有限公司（FTSTW）

台湾唯一の樹脂製燃料タンクサプライヤーとして
「シンプル・スリム・コンパクト」な生産を軸に品質No.１を目指す

ＦＴＳブランドの確立
社会への貢献

台灣富德斯 VISION

社員の幸福
強いチームワーク､
相互信頼のもと
一人ひとりが活躍

お客様の信頼
品質不具合0ppm
100％ 納期遵守

絶え間ない進化
高い目標に向かって
挑戦と進化

安全　+　５Ｓ　+　ルール遵守

私たちはFTSグループの一員として生産設備やパレットなどの設計・製作、建物や施設の営繕、電気
工事・保守点検、売店業務・物品販売などのサービスを提供するエンジニアリング集団です。時代の
流れを迅速に捉え、常に新しい技術に挑戦し続け“お客様に選ばれ、喜ばれる提案型企業”をめざして
います。

台灣富德斯は台湾で初となる樹脂製燃料タンク製造会社です。製品は100％国瑞汽車股份有限公司
に2019年から納入しております。また、再発防止までやりきれるようロジックや真因追究にこだわり活
動をしております。活動の基盤となる安全にもこだわり、お客様協力会の安全活動にも参加し、３年連
続最高のAランクを取得いたしました。

社長 メッセージ 拠点長 メッセージ株式会社アスノエンジニアリング　社長
太田 一郎

台灣富德斯股份有限公司　総経理
五利江 学

会社概要 会社概要

将来Vision 将来Vision

社名 社名

本社所在地 本社所在地

従業員数

HP

従業員数

事業内容 事業内容

主要顧客

HP

電気工事・点検

営繕工事

設備製作 売店運営

株式会社アスノエンジニアリング 台灣富德斯股份有限公司（FTSTW）

〒470－0224
愛知県みよし市三好町夕田54番地1

NO. 2, GUOJIAN 3RD., GUANYIN DIST., TAOYUAN CITY 32844, 
TAIWAN(R.O.C.)

38人（派遣社員を除く）

https://www.asno-e.jp/about.html

32人（派遣社員を除く）

設備設計・制作、建屋営繕・修繕、
電気工事、売店、清掃など

フューエルタンク（樹脂）

国瑞汽車股份有限公司

https://www.fts-tw.com/

1 企業理念・ポリシー
1 企業理念・ポリシー、2030Vision

Ⅰ「安定生産のための職場環境づくり」を支える ・・・ FTSの工場を熟知するアスノの強みを活かしたインフラ整備・営繕工事
Ⅱ「新規プロジェクトの生産準備」を支える ・・・・・ 安全性確保と納期遵守での設備製作
Ⅲ「健康経営、職場衛生」を支える ・・・・・・・・ 売店にて健康飲料の販売、構内外清掃

①お客様（国瑞汽車）のオンサイトパートナー（準内製）の立場を意識した安心信頼いただくモノづくり工場
②シンプル・スリム・コンパクトな組織体制とモノづくり
③日本と台湾のロケーションメリットを活かした、業務連携 
（グローバルバックアップ生産、試作業務請負）

グループ会社としてFTSを支える三本柱

２ 主な事業

①従来路線を踏襲
②旧態依然

①経営体質強化
②提案力向上

①付加価値向上
②競争力強化

従来型企業
お客様を支える
提案型企業に

「次もアスノに」と
選ばれ喜ばれる企業に

2022~2030年
以前

めざす姿

台灣富德斯股份
有限公司

台東

台北
新北

桃園

花蓮

台南

台北

新北
新竹
桃園

高雄

《沿革》
1989年　設立

《沿革》
2017年 設立
2019年 操業

https://www.asno-e.jp/about.html
https://www.fts-tw.com/
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グループ会社紹介 FTS AUTOMOTIVE（THAILAND) CO,.LTD.（FTSTH）

２ 2030 Vision

当社は、「Safety First, Quality No.1」を合言葉に従業員One Teamでお客様に“安全・安心”をお届け
しています。また、ステークホルダーの皆様、地域・関係会社の皆様に支えられ、2026年4月には、
創立30周年を迎えますが、より一層の進化のため社員の幸福、社会への貢献をめざし、日々改善を推
進し続けていきます。

拠点長 メッセージエフティエスオートモーティブタイランド　社長
福田 博夫

会社概要

将来Vision

E：環境

S：社会

G：ガバナンス

社名

本社所在地

従業員数

事業内容

主要顧客

固定費低減 既存設備の使い切り・活用

調達改革による原材料費低減、最適部品調達

出来高改善、製造間接業務の効率化

安全・品質優先、予防保全、非破壊試験の拡大

人材育成、【改善後は、改善前】の常に改善する企業風土

購入部材費低減

直接、間接業務の生産性向上(正味化)

ロスの最少化(工程内不良、品質確認)

TPSとからくり改善の技による継続的改善

FTS AUTOMOTIVE（THAILAND) CO,.LTD.（FTSTH）

38 Moo 4, T. Pluakdaeng,A. Pluakdaeng,Rayong 21140 THAILAND

418人（派遣社員を除く）

フューエルタンク（樹脂）、フィラーパイプ、
タンクバンド、リッド、ボデー部品

TMA（トヨタ自動車）、TTTC（豊田通商）
ISUZU、MMTh（三菱自動車）、NMT（日産自動車）

1 企業理念・ポリシー

地球環境保全のため、カーボンニュートラルに向けた活動を積極的に推進し続けています。

法令遵守をベースに親会社の基準に基づき、各種案件の評価・是正と共に継続的な管理・統制を推進しています。
また、ルールの定期的な見直しを実施しています。

ハラスメント対策
適切な労務管理
粉飾決算の防止

など

情報漏洩対策
不適切なSNS利用の防止
災害による損失の対策

など

＝法令遵守 ＝リスクを把握・
 予防するプロセス

地域社会への貢献と従業員の働きやすさを実現するため、様々な取り組みを実施しています。《沿革》
1996年 設立
1997年 操業
2015年 第２工場建設
2018年 樹脂タンク事業開始
2022年 FTSTHへ社名変更

事業

モノづくり

経営MGM

コンプライアンス リスクマネジメント

【タイのモビリティー社会への発展に「モノづくり」を通して貢献】をコンセプトとして、
創立30周年の節目を機に新たなフェーズに挑戦

2020年に各工場ルーフにソーラー発電機を設置し、年間約30％の電力を賄っています。

小学校への教育資材の寄付や交流会の開催など、将来を担う
子どもたちへのサポートを近隣会社と合同で実施しています。

従業員満足度（ES）向上に向け、日常的に従業員から意見を聞
き、働きやすい職場づくりを継続的に推進しています。

第1工場 第２工場

からくり改善を取り入れた工場

年2回マンググローブの
植樹を実施しています。

タイ市場低迷による生産台数減、中国OEMのシェア拡大を踏まえ、
限量経営を軸としたモノづくり体制の強化と収益確保を推進

 「社員の幸福」「社会貢献」を実現するため
TPSとからくり改善を軸に人材育成の継続と
改善し続ける企業文化を構築

原価改善活動と拡販により、2030年目標の達成をOne Teamで目指します。

拠点経営の基本方針

2030年目標の達成方策

《活動成果のKPIを設定してOne Team活動》

ソーラー発電

小学校訪問・寄付 からくり改善による作業負荷低減

植樹活動

目標利益達成

【原価改善】⇒【
収益向上】

第１工場

2023 2030

利益目標

利益率 売上目標

売上

売上向上と収益改善のイメージ

地域貢献活動 職場環境改善

Bangkok

FTS

Chachoengsao

Bangpakong 
River

Chao phraya
River

Chonburi
(Laem Cha Bang)

Rayong
(Eastern Seaboard)
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グループ会社紹介 PT. FTS AUTOMOTIVE INDONESIA（FTSID）

当社は「社員と家族の幸福」「会社の持続的成長」「社会への貢献」を社是としてインドネシア自動車生産
の約7割の燃料タンク・フィラーパイプ等を供給しており、その責任と誇りを持ち日々安定生産に努めて
います。また、SDGsを積極的に推進すると共に恵まれない家庭への奨学金支給等、継続的に地域社会
貢献を実施しています。

拠点長 メッセージエフティエスオートモーティブインドネシア　社長
幡 修三

会社概要
社名

本社所在地

従業員数

事業内容

主要顧客

PT. FTS AUTOMOTIVE INDONESIA（FTSID）

EJIP Industrial Park, Plot 5F-2B, Cikarang 
Selatan,Bekasi, Jawa Barat 17530, 
INDONESIA

643人（派遣社員を除く）

フューエルタンク（樹脂、鉄）、フィラーパイプ、
タンクバンド、オイルパン、一般プレス部品

TMMIN（トヨタ自動車）、ADM（ダイハツ工業）
HMMI、SIM、MMKI、NX SHOJI、KUBOTA

《沿革》
1996年　設立
1997年　操業
2007年　第2工場稼働
2022年　FTSIDへ社名変更

第1工場

マネジメント研修

更新したコンプレッサー

感謝状

ソーラーパネルとLED照明

トレーニングルーム

第2工場

２ 2030 Vision

将来Vision
1 企業理念・ポリシー

先行き不透明な大変革期において生き残り、
従業員が安心して働くことができ、
お客様・地場自動車産業に貢献し続けるために・・・

考え方

コアビジネスの固定費圧縮と稼働改善＋新ビジネス開拓
　→ 2030年損益分岐目標を達成

目標

電動化進展及び中韓メーカーの躍進による燃料系ビジネス減衰傾向
市場環境

多くのOEMとの取引から得たノウハウと技術力を活かした持続的成長
強みを活かした持続的成長

E：環境

S：社会

G：ガバナンス

インドネシア政府による2050年カーボンニュートラル達成という目標に対して、トヨタグループはそれを先取りした2035年カーボン
ニュートラル達成を目標に活動を推進しています。FTSIDはそれを踏まえて自らの目標と計画を立案、2021年から取り組みを開始し
ました。2024年はインバータ付きコンプレッサーやLED照明の導入により計画を上回る成果を達成、2025年の目標についても達
成見込みで推進しています。

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

インドネシア4輪生産台数

FTSID樹脂タンク生産数

FTSID鉄タンク生産数

2023

収益

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

建屋・設備インフラ老朽化更新
機能・階層別人材育成、後継者育成（安全意識、標準作業、問題解決能力）

新ビジネス向け投資
持続的成長に必要なビジネスリフォーム

標準作業・安定生産を
前提とした改善文化定着
→現場力・収益力アップ

拡販・新ビジネスでの躍進
→収益力アップ

トヨタグループを通じて毎年、車いすを
福祉団体へ寄付しており、本年は感謝状
を頂きました。移動が困難な方々の支援
を通じて誰もが安心して暮らせる社会の
実現に貢献してまいります。

2023年サイバーインシデント発生の反省と教訓からオールトヨ
タセキュリティガイドラインの規範に則りサイバーインフラの再
構築と人材育成を進め、強固なセキュリティ体制と仕組みづく
りを推進しています。

2030年限量経営目標の達成に向け選抜した次世代リーダー
数名に継続的なマネジメント研修を実施しています。また、全
従業員のスキルと安全意識の向上、組織の競争力強化を図る
ためトレーニングルームを拡充しました。

イオン㈱の活動に参加し、地域社会の環
境美化に貢献する良い機会となりました。
＊スポごみ活動とは：従来型ごみ拾いに「スポーツ」
のエッセンスを加え、今までの社会奉仕活動を「競
技」へと変換させた日本発祥の全く新しいスポーツ

従業員の子女のうち学業優秀者を対象に
ファミリーデーで表彰し、金一封を授与
しました。学習意欲を高めて企業の一体
感や働きやすい環境づくりにつなげてい
ます。

車いすを福祉団体へ寄付インドネシア4輪生産台数、 
FTSIDタンク生産数推移予測

収益力アップのロードマップ

ITセキュリティ強化 人材育成・組織風土改革

スポごみ活動 学業優秀子女への表彰

社会貢献活動

インターネット

サーバー

ファイア
ウォール

ファイア
ウォール

マシンオフィス

インターネット

ファイア
ウォール

第１工場 第2工場

マシンオフィス

サーバー ファイア
ウォール

目標
ゼロエミッション

▲2,200t

CO2排出量（t）

2018 2023 2024 2025 2035

2,200t

1,658t

1,086t1,086t
目標値
1,294t
目標値
1,294t

コンプレッサー更新による
削減効果▲572t

CO2排出実績と目標

会社所在地
OEM各社まで
約30-40km

● 人材育成、工場インフラ 
 老朽化対策を軸にしたビジネスリフォーム
● 三本柱活動の継続と限量経営の強力推進

＊三本柱：トヨタ自動車が実施している「標準作業の徹底と改定」「加工点管理」「自主保全」
という製造職場運営の仕組みのこと

主な取り組み

● 燃料系部品の積極的拡販と 
 将来の電動化新ビジネスへの備え
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グループ会社紹介 　Fuel Total Systems Kentucky Corporation（FTSKY） / Fuel Total Systems Tennessee,LLC（FTSTN）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030
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フィラーパイプ

KY樹脂タンク

TN樹脂タンク 40％減

新規ビジネス
EV対応部品受注

高付加価値
●キャニスタ一体タンク
●廃棄樹脂材リサイクル化
（廃棄物を売却化）

限量経営
●可動率向上活動
●人の入れ替えロス低減
●工程内不良低減

当社は「ゼロPPMによるお客様の信頼獲得とゼロDEFECTSによる収益確保」をモットーとして日々の樹
脂製燃料タンクをメインに生産活動を行っております。
また地域に根差した企業活動として地元の小学校や地元民対象の行事に積極的に支援を行い、すべて
のステークホルダーにご満足いただける会社を引き続き目指していきます。

拠点長 メッセージフューエルトータルシステムズケンタッキー / テネシー　社長
五利江 直樹

会社概要
社名

本社所在地

従業員数

事業内容

主要顧客

HP

KY : 535 Corporate Drive,Lebanon, 
  KY 40033 U.S.A
TN : 102 Sam Watkins Boulevard Mount  
  Pleasant, TN 38474 U.S.A

329人（派遣社員を除く）

フューエルタンク（樹脂）、フィラーパイプ

TMMK、TMMI、TMMMS、MTM（トヨタ自動車）

https://fueltotalsystems.com/

限量経営

高付加
価値化

新規ビジネス

２ 2030 Vision

ゼロPPMによるお客様の信頼獲得とゼロDEFECTSによる収益確保を実施していきます。
＊ゼロDEFECTS：はじめから正しく仕事をすること

コアビジネスの限量経営、高付加価値化と新規ビジネス開拓
　→ 2030年・2024年同等の売り上げ、利益を確保

目標

将来Vision
1 企業理念・ポリシー

E：環境

S：社会

G：ガバナンス

トヨタ環境取り組みプランに準じ、2030年までに廃棄物５％削減を目標としています。
その目標の達成に向けて、工程内不良低減活動や廃棄タンクのリサイクル化、可動率向上による無駄な電力使用の抑制を行ってい
ます。

地元で有名なイベントHam daysの協賛ほか、小学校、公共
団体への寄付を行っています。

全従業員を対象とした低コストな医療保険を提供しています。
医療費が高額な米国では大変好評な福利厚生制度となってい
ます。

成果を出した従業員への表彰制度（MENDOMI活動）をはじめ、
オフライントレーニング場を活用したプレトレーニングの実施や
新人が早く環境に溶け込めるよう世話役の設定などを実施して
います。

TOYOTA　GOSEI　AMERICAのセキュリティーシステムを
使用し、ATSGに対応すべく協業でシステム強化に取り組ん
でいます。

無料で従業員支援プログラムを提供しています。
また、24時間いつでも相談できる法律、労務問題の窓口を設
置しています。

地元イベントへの寄付

情報セキュリティー強化 CSR

トランプ大統領による電動車補助金廃止、
輸入自動車関税等により
米国内自動車産業には追い風

市場環境

2拠点（KY・TN）で米国北部から 
南部まで幅広いお客様をカバー

強みを活かした持続的成長

● 新規ビジネス 
 EV対応部品受注活動促進
● 高付加価値化 
 キャニスタ一体タンクの受注
● 限量経営 
 ・可動率向上活動 
 ・トレーニングラインを活用した人の 
 　入れ替えロス低減活動

主な取り組み

社会貢献活動

福利厚生

人材育成

ATSG達成率【FTSKY/TN】

2024年以降の出展情報：TMNA

社員への啓発資料

対策済
96％

対策中
4％

Kentucky Tennessee

《沿革》
2004年 カリフォルニアにて 
 設立・操業
2011年 ケンタッキー移転
2018年 テネシー設立
2020年 テネシー操業

さらなる成長

FTSKY/TN製品生産台数/予測（2011-2030）

Fuel Total Systems Kentucky Corporation（FTSKY）
Fuel Total Systems Tennessee,LLC（FTSTN）

https://fueltotalsystems.com/
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グループ会社紹介 FTS AUTOMOTIVE MEXICO, S.A.DE C.V（FTSMX）

お客様に安心・信頼される品質と地域に根差した自立的な拠点経営をめざし、環境・社会貢献活動を
積極的に取り組んでおり、小児がんの子どもをサポートする施設へ生活物資提供や施設が運営するリサ
イクル部品加工業への廃棄材料等の提供、並びに、障がいを持つ将来の夢見る人を雇用する企業への
サポートに取り組んでおります。

拠点長 メッセージエフティエスオートモーティブメキシコ　社長
福田 栄

会社概要
社名

本社所在地

従業員数

事業内容

主要顧客

FTS AUTOMOTIVE MEXICO, S.A.DE C.V（FTSMX）

Carretera 45D, KM12.5, Interior 7, Pargue Automotriz Toyota 
Apaseo, Apaseo el Grande, Guanajuato,C.P.38180

65人（派遣社員を除く）

フューエルタンク（樹脂）

TMMGT、TMNA（トヨタ自動車）

E：環境

S：社会

G：ガバナンス

植樹を通じて環境保全に貢献してい
ます。また、FTSの全スタッフが参
加し、植樹されたすべての木の世話
を実施するなど、協力することで大
きな目標達成を目指しています。

組織能力開発のためのワークショップを開催し、FTS リーダーからチームメンバーへ教育を実施し、
「チームワーク」に焦点を当てたチームビルディング計画を推進しています。

「命を与えるリサイクル」でメキシコの子どもたちへの貢献活動を実施しています。
プラスチックキャップとプラスチック廃棄物を収集して資源を生成し、がんを患う子どもたちを支援しています。

この1年を通じて、全てのレベルのスタッフが一体化するための
研修を実施しました。

《沿革》
2016年 設立
2019年 操業
2020年 量産開始

FTS

ミチョアカン
メキシコシティ

ゲレロ
オアハカ

ドゥランゴ

ナヤリト

ハリスコ

ヌエボ・レオン

タマウリパス
メキシコ湾

２ 2030 Vision

1 企業理念・ポリシー

燃料タンクの最も信頼できるサプライヤーとして、技術の活用と継続的な改善を通じて、
スタッフの関与と献身的なサポートにより、永続的な品質軸を 0 PPM に維持します。

①工場・設備・人員・スリムな工場
②お客様（TMMGT）のオンサイトサプライヤーとしてSSC＋Fのモノづくりで貢献
   ワンチーム・ファミリー的な企業風土

“Safety First ,Quality No1”でお客様に貢献
お客様に選ばれるトータル燃料系システム会社になる

基本方針

未来ビジョン

工場コンセプト

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

ステップ１
メキシコにおける会社の管理と統制、

ポリシー、手順、基準などの
基盤を作り上げる

ステップ２
機械の適切な操作を促進し、

生産における厳格な
コンプライアンスを確立

ステップ３
高い信頼性を備えた

「品質パートナー」としての
確立と強化

ステップ４
顧客（既存および新規）に

高品質の製品を
提供できるよう準備

24年6月以前 24年現在 来年度以降

植樹の範囲の増加

FTS FTS FTS

植樹計画

植樹活動の様子

サポート方法

問題分析 チーム・ワーク

発表 問題解決

人材育成

社会貢献活動

治療協力

食事

送迎

人間開発

AMANC Asociación Mexicana de Ayuda a Niños con Cáncer

宿泊

愛

将来Vision


